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序

　昭和49年、前橋市教育委員会社会教育課に文化財保護係が新設され、早くも

13年が経過いたしました。今年度におきましても、市民各位と関連市長部局等

の御理解と御協力により、各事業が円滑に実施することができました。

　とりわけ、昭和52年に着手した妙安寺の文化財調査が、前橋市文化財調査報

告書、『妙安寺　一谷山記録・寺宝』として刊行できましたことは、調査委員の

先生方のご苦労の成果であり、特筆すべきことです。また、この発刊とタイアッ

プして開催された文化財普及講座には、多くの市民の方々の参加を得ることが

でき、文化財に対する静かな関心の高まりを実感いたしました。

　また、史跡整備事業においては、3ケ年の歳月と巨費を投じた総社神社本殿

の半解体修理が終了し、桃山様式の美しい姿が蘇りました。

　総合調査事業では、妙安寺文化財調査に加え、民俗調査を実施いたしました。

今年度は、南橘地区の聞き取り調査を行い、数年後の報告書刊行にむけて着々

と準備を進めております。

　埋蔵文化財の発掘調査事業においては、民間開発に先立つ調査依頼が相次ぎ、

依頼総数は67件にも及びました。この67件のうち16件は、本格的な発掘調査を

実施いたしました。今後もこの忙しい状況が続くものと思います。尚、この状

況に対応するため、昭和62年4月には旧桂萱公民館跡地に文化財保護室を新設

し、発掘調査の拠点としていく所存です。

　最後に、本市教育委員会の文化財調査員として長年に渡り御苦労していただ

いた山田武麿先生が急逝されたことは誠に残念なことでした。ここに謹んで先

生の御冥福をお祈りするとともに、本文化財調査報告書第17集が今後の文化財

保護行政への一助となることを期待する次第です。

昭和62年3月

前橋市教育委員会

　教育長　岡本信正
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　　　例言
／，．本書は．前橋市教育委員会社会教育課文

化財保護係で行われた昭和6／年度の諸事業

の概要をまとめたものである。

2．編集の万針として＼各種の調査事業文化

財普及事業や他の事業の成果を広く市民の

方々に還元できるよう．なるべくわかりや

すく視覚に訴える表現を心がけた。

3．本書の企画編集は遠藤和夫が担当した。



緒言
　教育委員会内に設置されている文化財保護係の仕事は、文化財の保護と管理、

史跡等の整備、市民への普及活動、各種文化財の総合調査、埋蔵文化財の発掘

調査等広範囲の事業を全て網羅せねばならぬ責務を負っているのである。しか

し、例年その仕事の大半は、埋蔵文化財発掘調査事業にさかれてしまい、発掘

調査の合間をぬうようにして各種文化財の調査、普及活動等が行われており、

仕事の重要さを認識していながら、市民の文化財に対する多様な二一ズに十分

応えられないというジレンマに陥っていたのが現状であった。

　昭和61年度の文化財保護行政は、従来の埋蔵文化財調査中心の仕事内容を反

省し、幅広く市民の二一ズに応えるべく体制を整備していくことに主眼を置い

た。埋蔵文化財調査担当の職員の他に、管理運営、史跡等の整備、保護普及、文

化財総合調査の分野にそれぞれ担当職員を配し、即応体制をとり、それなりの

成果を上げることができた。また、埋蔵文化財関係では、近年急増の傾向にあ

る民間開発の調査に即応するため試掘調査担当を置き、60件を超える事前調査

を行った。発掘調査は先年度の9件から15件に増え、総調査面積も約7万m2に

達している。整備事業では、総社地区歴史散歩道の策定を行い、普及では30件

を超す史跡文化財めぐりの要望に対応した。文化財総合調査においては、民具

から古銭、甲冑にいたるまでおよそ60件の調査が行われ、東照宮の能装束一式、

永明小の前橋藩ゆかりの甲冑等埋もれた文化財を多数掘り起こすことができ、

多大な成果を上げることができた。

　本調査報告書は、昭和61年度の前橋市の文化財保護行政の概要を記したもの

である。本市の文化財保護行政を理解していただき、且つ資料として活用して

いただければ幸いです。

　尚、大変残念なことではありますが、永年本市の文化財調査委員をしていた

だきました山田武麿先生が10月29日に急逝されました。妙安寺文化財調査等で

多大な功績を本市に残していただいたことに対し感謝申し上げる次第です。

社会教育課　文化財保護係

　係長福田紀雄
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1．保護・管理運営

1

　豊かな歴史的風士に根ざす本市は原始

古代から中・近世に到るさまざまな文化

財に恵まれています。この文化財に対す

る市民の興味・関心は一段と高まり，歴

史を通して地域を再発見しようとする気

運が盛りあがっています。文化財の保護

管理はこうした状況を踏まえ展開してき

ました。

（1）国有文化財管理

　国有文化財である下記古墳について管

理を実施しています。

名　称 （天川）二子山古墳 （総社）二子山古墳

指定種別 国指定史跡 国指定史跡
指定年月日 昭和2年6月／4日 昭和2年4月6日

面　　　積 7，3／5㎡ 5，／66m2

監　視　人 御　供　徳　雄 大　谷　好　夫

清　　　掃 市連合青年団 総社史跡愛存会

（2）市指定文化財管理

　指定文化財／33件のうち＼市指定76件

昭和61年度事業概要
について管理を実施しています。

　　区分

種別

重文
　化
要財

史跡
天記
　念
然物

無文
　化
形財

民文
　化
俗財

1日美
重術
要品

合計

国指定 3 ／／ ／ 0 0 6 2／

県指定 3／ 4 0 1 0 O 36

市指定 51 ／5 0 7 3 0 76

合　計 85 30 ／ 8 3 6 133

⑧　史跡等の清掃・除草及び管理

　市内の文化財のうち、特に草刈りを要

する古墳等について清掃等を実施してい

ます。

番
号 物件　名 区　　分 所　在　地 面　積

／ 亀塚山古墳 市指定史跡 山王町一丁目 2，484m2

2 金冠塚古墳 史　　　跡 出王町一丁目 2，49／㎡

3 今井神社古墳 市指定史跡 今　井　町 3，400㎡

4 車橋御門跡 市指定史跡 大手町二丁目 400m2

5 酒井氏歴代墓地 南指定市跡 紅雲町二丁目 3，800㎡

6 天神山古墳 県指定史跡 広瀬町二丁目 730m2

7 八幡山古墳 国指定史跡 朝倉町四丁目 10，649m2

8 前二子古墳 国指定史跡 西大室町 10，956㎡

9 中二子古墳 国指定史跡 東大室町 ／0，280m2

／0 後二子古填 国指定史跡 西大室町 奮2，283m2

／／ 蛇穴山古墳 国指定史跡 総社町総社 ／，793m～

／2 宝塔山古墳 国指定史跡 総社町総社 2，9／6㎡

／3 女　　　　堀 国指定史跡 　至町・
飯士井町

4，822㎡

（4）文化財パトロール

　市内を五地区に

分け、それぞれ文

化財保護指導員を

委嘱し指定・未指

定文化財のバトロ

ールを実施してい

ます。

（6）蚕糸記念館の整備及び管理

　明治45年国立原蚕種製造所として建て

られた本館は．昭和56年に県指定重要文

化財となり翌57年に蚕糸記念館として一

般公開されています。毎年2万人を超え

る入館者が生糸の町の面影をしのんでい

ます。

（6）文化財保護室（旧桂萱公民館）改修

　年々増大する埋蔵文化財発掘調査によ

って集積した遺物を一括管理し．整理作

業等の一元化を図るために改修工事を実

施しました。

地区名 指導員名

中　央 一二三九兵衛

総社・元総社 新木一郎治

広瀬・山王 関根　辰雄

芳賀・桂萱 中島幸重郎

城　南 森村伊勢雄
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（7）国指定史跡「女堀」士地買い上げ

　昭和58年／0月27日付で国指定となった

「女堀」の買い上げを実施しました。

　①昭不06／年度買収地

県
道

犬
胡

イ争

勢
崎

線

ノ　ノ

％6’」喰霞鎚

－写’

　ンる
鰍獅，イ．．

女掘買収地位置図

昭和58年度（東大室地区）　　　3，380m～（指定範囲の／00％）

昭和59年度（飯士井地区）　　3，500m2（ノノ　　の44．7％）

講驚叢，滞一・

地区名 指定地面積① 買収面積② 官有地③ ②＋③ ②＋③／①

富　田 2，8／6㎡
一 一 一 一

二之宮 7，287m～ 2，070m2 4，562m2 6，632㎡ 9／．0％

飯士井 7，8／9。4／㎡ 3，500㎡
一 『

44．7％

前工団 4，／99．43m2
4，／99．43㎡

前工団所有 一 一
／00％

東大室 3，380㎡ 3，380m2
一 一

／00％

二之宮
女堀沼

未指定
　　18，／75㎡ 一

／8，／75m2
一一 ／00％

　　　　　　塾．
　　　　　　　〃　’　　．財響畑
　　　　　　　　　　∫彫　　　’♪イ

　　　　　　1韓

　　　　、藷、考㌧
　　　　　　　ア　執調　　・浄
　　　　　　、幽　　　轡　　、噴’
憩．，．、・i灘雛、鍵灘

　国史跡女堀（飯士井地区）
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2．整備事業
　整備の性格として、現在の状態を保存

維持するという管理的なものと．史跡や

文化財を本来的な姿に復原するという形

成的なものに区分したとすると、6／年度

で行った整備は管理的なものが主体でし

た。

　史跡の整備においては，この2つのも

のは相補って効果を上げるのであり、ど

ちらかに片寄っても十分ではありません。

　史跡や文化財の整備というのは、我々

の背後にある文化や歴史事象の多様性を

表現するという点で．我々の生活空間を

多様に豊かにするという作用を及ぽしま

す。

　交通・通信手段の進歩は、我々の生活

空間の飛躍的拡大をもたらしましたが、

それと同様に、時間的な拡大（複層化）

について考えた場合、科学の新知見やS

Fなどは未来へ向けての時間の複層化を

もたらしますが、歴史を扱う学問一般や

史跡や文化財の整備は過去に向けての時

間の複層化をもたらすでしよう。この場

合の時間的な拡大（複層化）とは．歴史

意識や歴史的想像力の形成といった精神

的なものです。

　史跡や文化財の整備は￥最終的には歴

史環境の形成を目差しています。歴史環

境というのは特定の歴史事象を一体的に

表現している空間で＼人々がこの空間に

取り囲まれると、特定の歴史事象にかか

わるある歴史的想像力（歴史感情）が換

起されるような空間です。

　そして、京都や奈良のようなすでに歴

史環境が形成されている地域では管理的

な整備がより必要でしょうし、前橋のよ

うな価値ある史跡がありながら歴史環境

にまで至っていない場合は形成的な整備

がより重要になるでしょう。

　このような史跡整備により，日常的な

生活空間がより複層化されれば＼我々の

生活・文化はより多様性に富んだ豊かな

ものとなり、前橋を築いたいにしえの人

々の英知は我々を通して子孫に継承され、

よき伝統として郷士の文化を形成する核

となるかもしれません。

　次に￥今年度実施した事業を紹介しま

す。

標識・説明板の設置

　標　識　臨江閣（県史）、普蔵寺供養塔

　　　　（市重），富田の宝塔（市重）

　説明板　二宮赤城神社（県重・市重・

　　　　市史他計5点一括を説明。）

　案内板　下川淵地区の文化財め・ぐり案

　　　　内板を下川淵公民館に設置。

　　二宮赤城神社に設置された説明板

　その他，予算化なされていなかったが

（仮称）総社地区歴史散歩道整備に関す

る事前調査と検討を行ないました。

　　　　　　　　　　（中野和夫）

3．総合調査事業

　一年間を通して実施した調査について

は、日．場所．内容を略記し＼詳しい内

容は別項にゆずります。

4月／2・／3日　片貝神社大祭調査

4月／7・／8日　産泰神社祭礼調査

4月2／・25日　下阿内町民具調査

5月2日　東照宮什宝調査

5月／3日　上泉諏訪神社本殿彫刻調査

5月／4日　東照宮什宝御神体調査

5月／7日　上泉諏訪神社調査

6月3・9・／0日　甲胃調査

6月／3日　石造物調査端気小神明町

6月／6日　天川大島町短刀調査

　　　　永明小甲胃調査

6月／7日

6月24日

6月25日

7月3日

7月9日

7月2／日

天川大島町書画調査

産泰神社本殿棟札調査

永明小甲胃市女高士器調査

祝昌寺弥勒菩薩調査

昭和町聞き取り調査

永明小甲胃調査

静御前の墓調査

7月24・

7月26日

8月7日

8月8日

8月9日

8月／0日

8月2／日

8月26日

8月29日

9月5日

9月／8日

25日　力丸の悪魔払い調査

駒形の祇園調査

民俗調査上細井町　他

民俗調査日輪寺町　他

民俗調査竜蔵寺町　他

民俗調査川原町他

古銭調査　この調査は3月4

日まで／5日間実施した。

臨江閣他棟札調査

民俗調査南橘地区

南町民家調査

石造物調査嶺町

9目24日東照宮甲胃調査

／0月8日　江田町鏡神社獅子舞調査

／0月9日　南町民家調査

／0月／／日　竜蔵寺町民家調査

／0月／／・／2日前橋まつり調査

／0月／3日

／0月／6日

／／月7日

僧月2／日

石造物調査竜蔵寺町

石造物調査小坂子勝沢嶺町

富田の祇園灘子調査

民俗調査下川淵地区

城東町製糸道具調査

石造物調査下細井北代田町

／／月25・26・27日　民俗調査補充調査

／2月4日　気井町薬屋ちらし調査

／2月9・／0日　石造物調査関根町

／2月／2日　石造物調査竜蔵寺町

　　　　民俗調査川原町

42月／3日

／2月／4日

／2月20日

／2月30日

4月8日

／月9日

／月／3日

／月／9日

2月3日

2月4日

2月6日

2月24日

2月28日

石造物調査青柳町

亀里町矢島山車七観音調査

民俗調査青柳町

民俗調査房丸町

東照宮能装束調査

民俗調査下川淵地区

前橋初市調査

民俗調査鶴光路町

川曲町石橋調査

青柳大師総社神社節分会調査

泉沢町民家調査　．

民俗調査下川淵地区

西片貝町人形調査

昭和町岩神の飛石調査

3月1日　清里地区むしろ織り調査

3月4日　長昌寺五輪塔調査

3月5日　石造物調査東大室町

3月6日　民俗調査下川淵地区　以下略
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4．普及事業
水と緑の自然に囲まれた前橋には．2

万年以上前から人々が住み始め．多くの

歴史的遺産（文化財）を今に伝えてきて

いる。これら先人の残してきた遺産を保

護・管理することはもちろんであるが．

先入たちの知恵や工夫を学びとってもら

うために整備普及していくことも文化財

保護行政の重要な責務となっている。

近年．余暇の有効活用．生涯学習の推

進が盛んに言われているが、文化財サイ

ドでも，よりよい普及情報を提供してい

くよう工夫していかねばならない。

第12回前橋市文化財展

昭和62年8月／日命～9月6日（士）

於　　前橋市立図書館2階展示室

テーマ　　『古代前橋人のくらし』

　　　一古代人の知恵と工夫一

市では、市内各地で開発に伴う埋蔵文

化財の発掘調査を毎年実施している。

出士した遺物は、復元，実測され￥報

告書に掲載されるが，収蔵庫へ収納され

利用される機会は極めて少ない。今回の

文化財展では、最近行われた発掘調査で

出士した士器や石器をジオラマ風に展示

し、物言わぬ遺物の一つ一つから先人の

知恵と工夫を学びとってもらうことを目

的として開催した。また、文化財相談コ

ーナーを設け期間中8回にわたり、係員

が見学者に対して説明を行った。期間中

小中学生を中心に約2，000名程の見学者

が訪れ＼特に土器に手を触れて分類する

コーナー、粘土に縄文をつけるコーナー

が好評であった。

文化財展「古代人の知恵と工夫」より

第5回文化財普及講座

昭和62年2月／9日内

於　　前橋市立図書館地下講堂

テーマ　『妙安寺とその寺宝』

昭禾052年以来およそ十年の歳月をかけ

て前橋市文化財調査委員故山田武麿氏を

中心に行われた妙安寺文化財調査は＼6／

年度の文化財報告書「妙安寺一谷山記録

・寺宝」の刊行をもって終了した。今回

の普及講座は報告書の刊行を記念して行

われたもので60数名の受講者があった。

また、8月23日～／2月6日までの間に

／0回のシリースで県民文化大学専門講座

「前橋のあゆみ」を県教委との共催事業

で実施した。受講者平均60名前後

普及講座・専門講座・講義内容とも紹

介の頁を参照のこと。

教材開発事業（スライド作成）

社会教育（学校教育を中心に）で活用

されることを目的とした歴史・文化財ス

ライドを作成した。内容は．近代・現代

編で市に関係する歴史資料・文化財・人

物・記録等を撮映．62年度配布予定。

第14回前橋市郷士芸能大会

昭和6／年／／月／5日（む

於　　前橋市民文化会館小ホール

前橋の伝統ある郷土芸能を広く市民に

公開し．保護・育成をはかり，市民文化

を向上させることを目的として開催。

出演団体

駒形太々神楽　　敬神会（駒形）

二子山由来和讃　最善寺梅花講（東大室）

稲荷藤節・野郎万オ　泉沢町郷士芸能保

　　　　　　存会（泉沢）
上宿獅子舞　上宿獅子舞保存会（元総社）

紅雲町二丁目祭ばやし

紅雲町二丁目子ども育成会（紅雲二）

文化財愛護ポスターの作成

昭和60年度に実施した文化財愛護作品

コンクールのポスター部門最優秀作品を

ポスター化し．文化財関係団体・所有者

等に配布した。

遺跡現地見学・史跡文化財めぐり

6／年度中に社会教育課へ依頼があった

遺跡見学・史跡文化財め・ぐりの団体は30

を超えるほどであった。

その他
（／4％）

蚕糸記念館
（7％）

柳久保遺跡
（18％）

南内一円
　（36％）

史跡・文化財めぐり（蛇穴山古墳）

見学団体の内訳は＼一般が約40％、P

TAを含む学校関係が約38％で，他は地

区公民館主催の高齢者教室等であった。

万面としては．市内一円が最も多く．

次いで国・県・市指定史跡の集中してい

る元総社・総社地区．バラ園内にある蚕

糸記念館となっている。

時期としては．行楽シースンの始まり

である9月後半から／0月、文化の日を中

心とした／0月後半から／／月前辛に集中し

ている。

総社古墳群
　（25％）

史跡・文化財めぐり万面別内訳

遺跡の見学

発掘現場の見学は．荒子町の柳久保遺

跡，小神明町の小神明遺跡で実施された。

柳久保遺跡では、市外の小学校（笠懸小

六年生／86名・大胡小5年生200名他）か

らも多数の見学があり．調査担当者．普

及担当者が対応した。また＼7月末には

岩神小6年生による体験発掘もあり、文

化財普及に大きな効果を上げた。

その他

　「広報まえばし」への執筆（／4回）
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II昭和61年度文化財調査

1．源英寺文化財言周査

源英寺は＼山号を柳原山と称し＼児童遊園地の

北辺を東流する風呂川の北．大手町三丁目に在す

る曹洞宗の寺である。

厩橋（前橋）藩初代藩主酒井重忠、の葬儀を行っ

た龍濡院（酒井家の菩是寺で歴代藩主の墓がある）

興厳春隆和尚の隠居寺として二代藩主忠、世によっ

て源英寺は開墓されている。龍海院とともに酒井

家とかかわりの深い寺で．市指定重要文化財であ

る酒井重忠画像が□伝書並びに由来書とともに伝

えられている。

調査は＼9月／2日紐）に行’われ＼酒井公百筆と伝

える柳原山の額をはじめとした什物類4点＼雅楽

頭源忠、清よりの寺宛への書状他文書類23点、の文化

財が調査された。　　　　　（詳細は別表参照）

また．境内には、松平藩士の墓も多数あり．稲

葉隼人＼白井宣左衛門、小河原左宮ら重臣の墓も

確認された。

源英寺古文書目録
整理番号 標　　　　　　　題 年　　次 宛　　書 差　　出　　書

／ 掟 天保6年孟冬 隻林寺
2 上野国群馬郡柳原門拾五石事（写） 明暦2年9月3日 源　英　寺 雅楽頭源忠清

3 書状（病気見舞い） 4月2／日 龍濡院玉潭和尚 大田伊兵衛　他2名

4 書状 己5月2／日 本多左門・松平左忠 讐林寺
5 隠　　　居　　　願 9月3日 隆興寺・源英寺 石原純助・鈴木左右太

6 ノノ 同上 同上 中村誠蔵

7 年賀　の　祝　い 正月／／日 源　英　寺 永田　武

8 辛未3月 源英寺端園（／5世） 姫路国御家板　御家令

9 正月／8日 源　英　寺 大橋・永田　武

／0 明治元年／2月／3日 本多窓気楼・L高須隼人
／／ 隠　　　居　　　願
／2 同　　　　　上 己5月23日 本多左門・松平左忠 隻林寺
／3 （敷地、竹林＼本堂のことなど） 寛延3年6月 御　役　所 源　英寺
／4 （検　　　　　地） 享和3年6月 関三ケ寺御役者中 源　英寺
／5 当山十六葉記之（6通8件） 明治6年／0月

／6 上（境内の件，田畑＼寺社など　4通） 明治4年／／月 御支配・御役所 源　英寺
／7 龍濡院　願につき諸状 6月29日 源英寺・隆興寺 （世話人3名連記）

／8 什　　　物　　　記 明治7年5月 総代・生形八郎 源英寺住職観瑞
／9 奉願候畑地券之事（上野国群馬郡前代田村之内畑） 明治5年6月
20 書状（脩庵院様の御法事の事） 7月／5日 酒井現八郎　他3名
2／ 資財帳（財産目録　NQ侶と同じ）

22 授　　　与　　　状 寛政6年7月23日 観　音　寺 妙高庵他4人
23 書状（大名寄進状） 明暦2年9月3日 源　英　寺 雅楽頭源忠清

源英寺什物目録
整理番号 標　　　　　　　題 年　　次 備　　　　　考

24 釈迦浬繋図（龍海院什物） 文政4／年／0月

25 阿弥陀如来座像（本尊） 高／3．5×巾／0cmほど

26 額（柳原山） 酒井公百筆と伝える

27 酒井重忠画像 元和2年5目 酒井重忠筆市指定重要文化財
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2．東照宮文化財調査

　東照宮は，大手町三丁目／3番／9号に鎮座する徳

川家康公を祭神として祀る神社である。

　松平氏の前橋入封とともに城内に奉遷され＼数

回の改築を経て現在に至っている。

　昭和4年＼村社から県社に昇格する際に＼什宝

類等の調査が行われており，軍配＼陣羽織＼能面

及び能衣装、神楽面等＼松平氏よりの拝領品その

他什宝類が確認されている。

　今回の調査は＼昭和60年度に行われた大興寺文

化財調査に関連するもので（大興寺はり667年に松

平氏によって創建され＼城内における東照宮の別

当寺として＼松平氏の転封とともに諸国を移転し

ている）左記松平家拝領の什宝類をはじめとして＼

木像東照宮座像．紙本著色菅公立像等の什物＼文

書等の文化財調査を行い＼多大な成果を上げるこ

とができた。　　　　　　　（詳細は別表参照）

　尚＼松平家よりの拝領品＼能装束一式＼軍配＼

陣羽織は．指定文化財候補物件となっている。

東照宮什宝・文書目録
番号 種別 名　　　　　　　　　称 備　　　考 宝物番号

／1

能衣装
茶地亀日ヨ文四季草花模様唐織

（女衣絹地錦糸亀甲形四季草花模様織出裏紅甲斐絹元禄袖）
唐　　　織 2号

2 ノノ

薄茶白段竹亀甲に輪窮車模様厚板

（絹地錦糸亀甲中二文織出壱幅文二竹模様織出裏紫甲斐絹元禄袖）
厚　　　板 3号

3 ノノ

茶標色白段唐草に輪宝唐花模様厚板

（絹地亀甲形中花菱紋唐草模様織出裏白甲斐絹元禄袖）
ノノ 4号

4 ノノ 絹地黄緑構子模様裏白甲斐絹元禄袖 ノノ 5号

5 ノノ 絹朱子地ウロコ模様箔裏紅甲斐絹元禄袖 箔 6号

6 ノノ 白絹朱子地落葉形箔金糸檜扇二紅葉刺繍裏紫甲斐絹元禄袖 ノノ 7号

7 ノノ 白絹綾織地草花刺繍裏黄色甲斐絹元禄袖 ノノ 8号

8 ノノ 白絹朱子地市松形箔慰斗目模様刺繍裏紅甲斐絹元禄袖 ノノ 9一号

9 ノノ 白絹綾織地綴花菱箔裏紅甲斐絹元禄袖 ノノ ／0号

／0 ノノ 甲斐絹地紺色地二臼構子裏紺絹地元禄袖 慰　斗　目 紹号
／／ ノノ 白甲斐絹地二赤横縞裏白絹元禄袖 ノノ ／2号
／2 ノノ 甲斐絹地黄青構子模様裏白絹元禄袖 ノノ ／3号
り3 ノノ 甲斐絹地黄紺構子模様裏白絹地元禄袖 ノノ ／4号

／4 ノノ 絹　白　地 大　　　□ ／5・り6・／7・／8・／9号

／5 能小道具 参尺壱寸赤胴作リ金五三桐飾付柄紺糸目枝金上リ下リノ龍金 飾太　刀 20号
／6 ノノ 二尺八寸胴作リ柄紫糸目抜菊花 ノノ 2／号

／7 面 木刻　4　点 能　　　面 22号

／8 面 木刻　6　点 狂　言　面 22号
／9 能道具 黒漆金高巻絵　2点 鼓

20 能装束 黒毛皮長サ三尺 黒　　　頭 27号
2／ ノノ 赤毛皮長サ三尺 赤　　　頭 28号

22 能衣装 麻地黄色 水　　　衣 29号

23 ノノ 麻地白 ノノ 30号

24 ノノ 麻地浅黄 ノノ 3／号

25 ノノ 麻赤地竹模様浅黄染一重 掛素抱 32号

26 ノノ 麻地禄サヤ形染鶴亀模様裏白絹　上・下 下　　　垂 33号

27 陣羽織（松平家から贈られたもの） 背に龍の丸文 台帳記載なし

28 軍　配（松平氏兼大和守源朝臣百矩、延宝二甲寅歳八月吉勝日の銘） 木製・黒漆 ノノ

29 絵　　画 紙本著色　菅公立イ象 松平斉典奉納 ノノ

3Q ノノ 紙本著色　東照宮坐像 ノノ

3り 甲　　胃 鋲綴桶1則胴具足 一
前 橋藩士木村孫市着用 ノノ

32 木　　像 東照宮坐像 ノノ

33 文　　書 副書（天満宮画像に添えたもの） 木曽三柱神社宮司差出 ノノ

34 ノノ 副書（　　　　ノノ　　　　） ノノ
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皿 昭和61年度新指定物件の紹介

　　東照宮関係
　　　　　　　うしとら　　　　　　　艮万に再興したものである。

鰹郵

名　　称　前橋藩主松平家奉納能装束一式

所在地前橋市大手町二丁目／3番／9号

管理者東照宮
指定区分　前橋市指定重要文化財

記号番号重第53号
指定年月日　昭和62年6月24日

　　　　　　　　　　　　　　　の　し　め　／．唐織1点　2．厚板3点　3．箔5点　4．慰斗目

　　　　　　　　　みずごろも　4点　5．大ロ5点　6．水衣3点　7．飾太刀2点

　8．面10点　9．鼓2点　／0．黒頭／点　／／．赤頭／

　　　かけすおう　点　り2．掛素抱1点　／3．下垂／点　計／3件39点

〈概要〉

　この能装束が奉納された東照宮は，寛文／2年

（4635）6月6日，藩祖である越前大野城主松平

直基により創建された。奥州白河にあった享保20

年（4735）には、200石が寄進されている。

　／2回に及ぶ藩の転封に伴い＼社殿の造営は7回

を数えている。

　現在の社殿は、嘉永7年（／854）川越城内清水

門内にあったものを＼明治4年4月23日＼前橋城

社殿の材木は，樹齢干年を越える一本のけやき

の巨木から切り出されたという。

　本殿の彫刻は＼江戸の彫師．島村源蔵の作であ

る。

　明治維新に際し．朝敵の名をはばかり＼御神体

を柿ノ宮村寿延寺に移し．社殿には天神社を再興

して祭った。

　明治4年4月23日に合祀となって＼1日に復して

いる。

　昭和3年8月⑩日付の東照宮宝物台帳によれば

明治4年6目／7日＼42代の松平直方が．この能装

束を寄進したと記されている。寄進状はない。

寄進の理由は明らかではないが＼藩祖より崇敬

している神社であり＼藩知事を免ぜられ，東京に

引き上げる際に＼記念として寄進したものと伝え

られている。

　松平直方は前田家の出で＼明治2年8月28日＼

／／代直克の養子となり＼家督を相続している。

　同年7目25日に前橋藩知事になっているが．明

治4年7月／5日には，廃藩により知事を免ぜられ

伯爵に列せられた。

　装束の内＼主なものについて説明する。

①茶地亀甲文四季草花模様唐織

　この唐織は．／8世紀前半．享保年間ころの作品

で、能衣装が盛んに作られた頃のものである。

　　　　　　　　　　　かきつばた　四季の草花は＼萩＼竹＼梅．杜若であり＼四季

の文様をつけることで，通年の使用ができるもの

である。

　　　　　　　　　ばいせん　地色の茶は，鉄を使用し焙煎をしたもので．酸

化によりいたみやすいが，よく保存されている。

　，身丈／52cm、　桁74cm．　袖丈53cm

　　　　　　　　　かしゃ②薄茶白段竹亀甲に輪宝案車模様厚板（三号）

　はなだ
　茶標色白段唐草に輪宝唐草模様厚板（四号）

　この厚板も．48’世紀前半＼享保年間ころの作品
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であり．保存状態は良い。唐織と同じく，松平直

方の奉納品である。

　台帳には＼次のように記載されている。

　（三号）　絹地錦糸亀甲中二紋織出壱幅文二竹文

様織出裏紫甲斐絹元禄袖

　（四号）　絹地亀甲形中花菱紋唐草模様織出裏白

甲斐絹元禄袖

　法量は以下の通りである。

　（三号）　身丈／50cm，桁68cm，袖丈52cm

　（四号）　，身丈／50cm，桁70cm＼袖丈55cm

◎面

　松平百方奉納の面／0面は＼能面4面＼狂言面6

面となっている。

　能面は鍾（しかみ），橋姫，大癒見（おおべし

み）．鼻瘤悪尉（はなこぶあくじよう）である。

　狂言面は＼武悪（ぶあく）＼登髭（のぽりひげ）

2面＼乙（おと）．祖父（おおぢ）＼嘘吹（うそ

ふき）である。

　これらの面は＼江戸時代中期から＼やや下った

時代のもので．正徳．享保の頃の作品をまねたも

のである。

能面（大癒見一おおべしみ） 能面（橋姫）

狂言面（登髭一のぽりひげ）　　　　　　狂言面（乙一おと）

　大きさは．ほぽ4寸×5寸で．江戸時代のもの

である。

　　　　　　　　　　　で　　め　／0面の内4面は＼名工出目義助の作と台帳に伝

えるが．出目家の正統にその名はなく＼おそらく

面打師としての格を高めるため自称したものだろ

う。

　作品からみても．相当面を打った人物であり素

人ではない。

　面の基本的な形が決まった時代の作品で．表は

作者による違いはなく＼現代でも使用できるもの

である。

　これらの能装束は＼本市において数少ない能，

狂言の装束であり＼藩主の所蔵であった点も貴重

である。

　これらの調査にあたっては．装束＼陣羽織につ

いては，遠山記念館付属美術館長の山辺知行氏．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめ面，軍配については，昭和女子大学教授の後藤淑

氏に御助言をいただいた。
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　　　まえばしはんしゆまつだいらけ　ぐんぱい
名　　称　前橋藩主松平家軍配

所在地前橋市大手町二丁目／3番／9号

管理者前橋東照宮

指定区分　前橋市指定重要文化財

記号番号重第55号
指定年月日　昭和62年6月24臼

法　量長さ460窺　幅／6．80規

〈概要〉

　　　　　　　　ぐんばいうちわ武将の軍陣での指揮用具で＼軍配団扇の略。

軍陣の配置＼進退の日時・方角などを占って軍
さいはい

の釆配をすることを「軍配」という。室町末期以

降＼戦陣での釆配を団扇で行うことが流行し．ま
　おんようどう　　ぽくぜい

た＼陰陽道のト・巫・占星などの占いが戦術に影響

を与えたことから＼その表面に日目星辰の図など

を軍配日取りの記号として記することが多くなり＼

軍配団扇と呼ばれるようになる。略して軍配とな

った。実戦用の武具として＼羽は鉄・革・木＼縁

を金属で巻き＼柄は鉄や木などが用いられる。

この軍配は．羽が木に朱の漆塗り金属で緑どり＼
　　　なおのり
片面に松平百矩の名と延宝2（／674）年の年月と「

龍」の字＼もう一面に陰陽道の占いに関すると思わ

れる図があり＼柄は木で漆塗り＼朱色の組紐が付く。

　　　　　　　　　（中野和夫）

　　　まえばしはんしゆまつだいらけ　じんばおり
名　　称　前橋藩主松平家陣羽織

所在地前橋市大手町三丁目／3番／9号

管理者前橋東照宮

指定区分　前橋市指定重要文化財

記号番号重第54号
指定年月日　昭和62年6月24日

法　　量　身丈／00㎝　桁280侃　前幅340窺

〈概要〉

陣羽織は．武士が合戦の時具足の上から着用し
　　　く　そく　はおり　　じんどうふく
た上衣で、具足羽織・陣胴服とも言われた。

室町時代中ごろ＼機動力を要する戦闘法の変化

　　　　　　とうせい　ぐそくから具足が軽快なもの（当世具足）となり＼防寒

防雨や礼容を整えるために用いられるようになる。

初期は南蛮服の影響なども受け＼形・装飾とも

多様であったが＼江戸の平和な時代では戦陣用で

はなく＼儀伎用の形式的・装飾的なものとなった。

この陣羽織は／8世紀（江戸時代中期）のもので＼
　　　けんもんしや　　　し　ぬのもん　　　さくらたちわきもん

地布の織は顕紋紗＼地布紋は桜立涌紋である。
　　　ちゃ　し　かくりゆうもんようぎんらん　　　　　　　　　　　　　こ　いしくろたたみ

襟文様は茶地角竜文様銀蘭＼縁取りは小石黒畳
もんぎんらん

文銀蘭である。背の龍の丸文は＼ガラスの目に鉄
　　　あから　しゃ　　くろら　しゃ
製の爪．火紹は赤羅紗と黒羅紗のアツプリケどめ＼

　　ししゆう
金糸の刺繍がある。　　　　　　（中野和夫）
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N　昭和61年度発掘調査事業の概要

本年度の発掘をふりかえって

　本年度の埋蔵文化財調査事業は＼／5遺跡／6現場

の発掘調査・芳賀東部団地遺跡の整理事業・民間

開発に伴う年間60件に及ぶ埋蔵文化財確認調査事

業（表面調査50件・試掘調査22件・立ち合い調査

／2件）であった。これらの埋蔵文化財調査は＼年

々増力□する傾向が見られ．本年度も昨年を大幅に

（約／50％増）上回る件数であった。

　調査の結果＼市内各地の遺跡から前橋市の歴史

・地域の歴史を解明する上で＼貴重な資料を得る

ことができた。中でも＼元総社地区における3つ

の遺跡（元総社明神遺跡V・寺田遺跡・閑泉明神

北遺跡）から検出された大溝は＼古代上野国府に

関連する溝と考えられ．国府域を推定する上での

／つの手がかりとなった。また同地区の寺田遺跡

では＼浅間C軽石（4世紀初頭）降下後の黒色泥

炭層より石田川式士器や鬼高式土器とともに多量
　　　　きね　　　たぶね　　わん　　すき　　よこづち　　　くい
の木製品（杵・田舟・椀・鋤・横槌・杭など）が出

φゆ 昭和61年度埋蔵
文化財調査地分布図

　　　　　　　　　ア　　　｛　　・53＼
　　　』02408、へ・／8▲4
．64＼64・・2gO臨▲／6　赤一面
・躯　￥ぐ船＼．
　　　　　　　㌧　　　　　qβ5’、
　　　▲／0　　1　　　　　　Ω、
　　　　　　も　　　　　　　　　●訓、転

瓠短晶＼　低瓢
港搬曜＞＼N

　　　　，▲／5　　　　　　　　　　　　　　　　、●20醸

　●／9
●35

前橋台地

士した。おそらく＼当時農工具として使われてい

たものが＼地中奥深く埋没し腐らずに残っていた

と思われる。これは＼昭和60年度に調査した元総

社明神遺跡IVで出土した木製品と同時期のものと

推定できる。さらに＼赤城U」南麓の荒子・荒□町

にまたがる柳久保遺跡では＼昭和59年度から始ま

った調査の3年次が終了し＼3万㎡におよび舌状

台地全面の古墳時代から奈良平安時代にかけての

集落構成が判明できたことも特筆できる。

　その外の遺跡の成果についても枚挙に暇はない

が＼紙面の関係上今後に残された課題を挙げて＼

本年度のまとめといたしたい。

　まず＼笛年急速に開発が進む中で．文化財保護

　　　　　　　と開発事業者への便宜を図るため＼

　　　　　　　本年度準備段階であった遺跡詳細

　　　　　　　分布調査を早急に実施する必要が

　　　　　　　あろう。また＼調査の迅速化が叫

　　　　　　　ばれている最今＼調査方法や整理

　　　　　　　万法の改善を図り＼能率よく無駄

　　　　　　　を省いて調査する必要があろう。

　　　　　　　　さらに＼発堀調査の結果得られ

　　　　　　　た成果や資料を広く一般市民に紹

　　　。57　　介し＼文化財保護思想の高揚を図

　　　　　　　ることが大切であろう。

●45

▲6

▲／

▲2

　　　　、　　　　　。＼　　　027
　　　　　　　＼　・25
、、　　　　　　　　　、、

　　　　　○秘28036

　　　　　　￥

▲7

▲　発掘調査

△　整理作業
●　　言式主屈言周査

O　表面調査

●33

（注）数字は右図の番号を示す
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発掘調査一覧
番号 遺　跡　名 遺跡コード 地　　　　番 言周査面積㎡ 調　　査　　原　　因 表面調

査結果
試掘調
査結果 本調査期間・備考

／ 柳久保遺跡群
（柳久保・頭無）

6／E

2・5
荒子町柳久保・頭無1502　外 12，600 城南住宅団地造成 有 有 S6／．5．2～61．／／．20

2 選翻臨騰饗） 6／E些：昌
荒子町柳久保・下鶴谷・中鶴谷13／0外 18，920 城南住宅団地造成 有 有 S61．4．4～61．／2．20

3 元総社明神遺跡V 61A／5 元総社町2578－23外 ／，0／9 区画整理事業 有 有 S6／．5．／～6／，／／．／5

4 小神明遺跡群V 61C4 小神明町字合田631番地　外63筆 ／／，000 士地改良事業 有 有 S61．．6．30～6／．／0，4

5 寺　田　遺　跡 61A／4 元総社町／00－／0　外5筆 2，500 元総社保育所建設 有 有 S61．5．20～61．10．6

6 前　山　遺　跡 6／E8 泉沢町／256－／　外 22，000 前橋総合教育施設用地造成 有 有 S6／．7．／8～6／．9．／0

7 小稲荷遺跡 6／E9 西大室町277－／　外／6筆 ／／，583 城南北部工業団地L・F）・G基地造成 有 有 S6／．8．／～6／．／／，／5

8 生　川　遺　跡 6／H4 南町2－／53－／　外3筆 800 マンション建設 有 有 S6／．4．10～6／．6．4

9 天　神　遺　跡 6／A／3 元総社町早道83／外5筆 ／，600 店舗（スーバーマーケット）建設 有 有 S6／．4．30～6／．6．17

／0 村　東　遺　跡 6／A／7 総社町総社／873－／　外2筆 ／，000 スイミンクスクール建設 有 有 S6／．／0．6～6／．11．29

1／

木ノ宮遺跡 6／G4 広瀬町3－／4－／・2／ 156 店舗（洋品販売店）建設 有 有 S6／．4．30・5．／

／2 鎮守廻り遺跡 6／G5 朝倉町3－30－5　外7筆 70 賃貸住宅建設 有 有 S6／．5．22～6／．5．29

／3

神明東遺跡 6／A／8 元総社町字寺田5－／・6・7 480 マンション建設 有 有 S6／．／0．20～6／．／0．23

／4 屋　敷　遺　跡 6／A20 元総社町2200 ／4／ マンション建設 有 有 S6／。／／．12・／3・21

／5 勝　呂　遺　跡 6／A／6 江田町279－／　外2筆 63／ 店舗（スーバーマーケット）建設 有 有 S6／．／2．／～6／、／2．13

／6 西　堀　遺　跡 6／B5 上細井町字西堀264 ／44 送電線鉄塔建替 有 有 S62，／．／3～62．／．／9

／7 芳賀東部団地遺跡 鳥取町・小坂子町・五代町 327，800 芳賀東部工業団地造成 有 有

S51．6．7～52．／．8
S52．　5．　10～53．　／1　　28

S53．5．8～54．2：28
S54．5．4～55．2．20
S55．4．22～55．／／．／4

18 上細井町芦沼／743－／　外42筆 4，／91 住宅団地造成 無

／9 上新田町字町田984－／　外 61384 ゴルフ練習場建設 有 無

20 小相木町村西555　外7筆 3，297 店舗（スーバーマーケット）建設 有 無

21 青柳町字新屋敷前598－2 ／，900 ビ　ル　建　設 有 無

22 柿木II遺跡 62A2 高井町／－28－7　外 ／，230 倉　庫　建　設 有 有 昭和62年度に発掘調査の予定

23 青柳町字八幡裏帽3－／ 2，047 店舗（オートセン9一）建設 有 無

24 川原町字蛇原376－5／・84 2，573 宅地分譲・マンション建設 無

25 道　下　遺　跡 61E／0 今井町字道下928－／・2 ／，4／3 居宅及び作業所建設 有 有 覚書を取り交わし現状保存

26 駒形町字上流272－／　外2筆 2，／30 宅　地　分　譲 無

27 今井町979－／・980 1，888 歯科診療所併用住宅建設 無

28 駒形町字下流345－／　外 ／8，685 宅　地　分　譲 無

29 下小出町3－24－7・8 ／，573 宅　地　分　譲 有 開発　中　止

30 青柳町字遠辻66－／　外 2，5／3 宅　地　分　譲 無

3／ 上小出町字庚申塚679 ／，／89 宅　地　分　譲 無

32 大友屋敷遺跡 6／A22 大友町3－9 555 ビ　ル　建　設 有 試掘調査で遺跡の概要がつかめた。

33 西大室町25／5－3 324 墓地の移転 無

34 上泉町／4－／　外2筆 ／，／／9 店舗（レストーラン）建設 有 無

35 日吉町4－358－／0 ／，865 宅　地　分　譲 無

36 駒形町字東流1508－／　外2筆 5，466 倉　庫　建　設 無

37 小屋原町 58，055 教育施設建設 無

38 道　場　遺　跡 6／A23 問屋町一丁目／－7 947 ビ　ル　建　設 有 試掘調査で遺跡の概要がつかめた。

39 日召禾口田［13－344－／　　外2筆 2，966 宅　地　分　譲 無

40 上小出町989－4　外4筆 2，544 賃貸住宅建設 無

41 閑泉明神北遺跡 6／A19 総社町総社3588－3 3／4 賃貸住宅建設 有 試掘調査で遺跡の概要がつかめた。

42 駒形町字増田境147／－4　外／1筆 5，9／8 倉庫　増　築 無

43 元総社町小見の内／752 1，445 賃貸住宅建設 有 開　発　中　止

44 南京安寺遺跡 6／H－5 六供町1147－8～9・／／48－2・3・5 1，988 変電所建設 有 有 試掘調査で遺跡の概要がつかめた。

45 泉沢町500番地外14筆 3，2／9 浄水場建設 有 無
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番号 遺　跡　名 遺跡コード 地　　　　　番 調査面積m2 調　　査　　原　　因 表面調
査結果

試掘調
査結果 本調査期間・備考

46 元総社町字寺田54－4　外2筆 ／，489 店舗（自動車販売店）建設 有 無

47 南町3－／26－／　外2筆 ／，405 店舗（飲食店）建設 無

48 新前橋町3－2　外 6，／52 病　院　建　設 無 再　　開　　発

49 荒牧町598－2　外3筆 ／，／69 マンション建設 有 無

50 天川大島町2－26－7　外 り，393 店舗（洋品店）建設 無

5／ 元総社町字草作／443－／ 64 送電線鉄塔建替 有 無

52 上小出藷欝塾5 ／，97／ 賃貸住宅建設 無

53 荒牧町6／6外／4筆 2，546 店舗（自動車販売店）建設 有 無

54 天神II遺跡 6／A／3 元総社町923－63 674 店舗（飲食店）建設 有 覚書を取り交わし現状保存

55 小夜原町字下新田／764－2
駒形町字増田境／463－4

／，989 士地分譲及びマンション建設 無

56 下石倉町33－7・8・18 ／，／43 事務所建築 無

57 川臼田遺跡 6／C6 小坂子町字川臼田團一／ 5，836 農地の整地及び士採取 有 開　発　中　止

58 小屋原畔堀合纒 ／，455 洋ラン栽培温室建設 無

59 青柳町字寺前物6外5筆 5，37り 店舗（花木販売店）建設 無

60 北代田町字道西432－／　外2筆 2，985 店舗（衣料品店）建設 無

6／

堰　越　遺　跡 62A2／ 大友町3－2－4・5 2，708 店舗（スーバーマーケット）建設 有 有 昭和62年度に発掘調査の予定

62 元総社町3／・30－2 ／，682 宅　地　分　譲 有 開　発　中　止

63 西片貝町3－380－／・2 ／，945 工場（食品製造）建設 無

64 高井町／－28－8　外5筆 3，／27 倉　庫　増　築 有 昭和62年度に試掘調査の予定

65 荒牧町8／0－3　外4筆 ／，634 店　舗　建　設 無

66 天川原町字東下／7－／　外5筆 ／，0／4 マンション建設 無

67 千代田町り一／－20 7，304 宅　地　分　譲 無

やなぎ　く　ぽ　いせきぐん

柳久保遺跡群

柳久保遺跡の竪穴住居と建物跡

looom

遺跡位置図（国士地理院・5万分の1・「前橋」）

｝　．3・｛

灘韓

事業名城南住宅団地造成工事（前橋

　　　工業団地造成組合）

所在地前橋市荒子町字柳久保

調査期間　昭和6／年5月2日～昭和6／年

　　　　／2月／9日（発掘調査）

担当者関根吉晴・福田瑞穂

面　積第／／遺跡A4，400m2

　　　　第／／遺跡B　8，800m2

　　　　合　　言十　　／3，200m2

調査の経緯　昭和59年度から始まった発

掘調査も3年目が終了して、来年度の調

査を残すだけとなった。今年は昨年に弓1

き続き．舌状台地の調査を行ない終了し

た。

　立地　本遺跡は前橋市荒子町字諏訪、

荒口町字柳久保・頭無・大久保・下鶴谷

中鶴谷に所在し、市街地から東へ約8Km

の位置にある。国道50号線を東に向い二

之宮十字路を北へ進むと市道大室／0号線

と交わる。ここを左折してまもなく左手

に荒砥中学校＼右手に本遺跡群をみる。

　ここは赤城山南麓末端の舌状台地上に

あり＼東イ則谷地に宮川、西／則谷地に端部

で宮川と合流する深っ掘りがある。

標高は上位中央部で／／2m、末端部で

／．3mを測る。

　1日石器時代　剥片を数点確認した。

縄文時代　黒色頁岩製有舌尖頭器4点

出士。草創期から前期にかけての包含層

から多数の石器と土器を出士し＼陥とし

穴も／0基検出した。

弥生時代　なし。

古墳時代　住居跡は、3つに分けると

前期7軒、中期9軒，後期5軒となった。

その他、竪穴状遺構や士坑を検出。ま

た9mを超える住居跡から滑石製の勾玉

5個を出士した。

奈良・平安時代　住居跡26軒と350個

を超える柱穴を検出した。

　　　　　　　（福田端穂）
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　　やなきくぽいせきぐん　錘
2．柳久保遺跡群　柵

　　　　　　　簸
醗

　　鱒　　　　　　　　　　　難’
　　　繕

．．　　覇難

臨騙糧．．，灘　　　　・

　　　　　　　　下鶴谷遺跡全景

遺跡位置図（国士地理院・5万分の1・「前橋」）

監ooom　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　　巳OOO　　　　　　　　　　　　　　2000

事業名　城南住宅団地造成工事（前橋

　　　工業団地造成組合）

所在地前橋市荒子町柳久保・下鶴谷

　　　・中鶴谷
言周査期間　6／年4月4日～6／年／2月25日

担当者千田幸生・肥田順一・桐谷優

面　積合計22，953m2

　　　柳久保遺跡（第／0地点）

　　　　　　　　　　720m2
　　　下鶴谷遺跡（第／3地点）

　　　　　　　　　　720m2
　　　柳久保遺跡（第／4地点）

　　　　　　　　　／／，000m2
　　　中鶴谷遺跡（第／5地点）

　　　　　　　　　3，700m2
　　　柳久保遺跡（第／6地点）

　　　　　　　　　　333m2
　調査の経緯　本発掘調査は一昨年、昨

年に続き3年目である。調査は第／4遺跡

・第／3遺跡・第／0遺跡・第／6遺跡・第／5

遺跡の川頁で行なった。

　立地　赤城山南麓の標高／0／～／／5mの

台地と谷地形により構成されている。

柳久保遺跡（第／0遺跡）

　先士器時代　ナイフ形石器η点。

　縄文時代　士拡り基。士器片・石器片

を少量検出。

古墳時代以降　士拡2基。

下鶴谷遺跡（第／3遺跡）

先士器時代　なし。

縄文時代　住居祉6軒、士拡3基、集

石2墓を検出。遺物は早期から中期まで

の士器片、石器を検出。

古墳時代　士坊／基。前期遺物出士。

奈良・平安時代　住居雄7軒＼炭窯7

期を検出。他に時代不明の土拡／墓。

柳久保遺跡（第／4遺跡）

先士器時代　縄文時代　弥生時代　な

し。

古墳時代　1なし。

平安時代以降　溝6条を検出。

中鶴谷遺跡（第／5遺跡）

先士器時代　なし。

　縄文時代　後期士器片少量検出。

　弥生時代　確認されなかった。

　古墳時代　士師器片少量検出。

　奈良・平安時代　住居祉6軒。土拡／5

墓、掘立柱建物肚4棟、ピット約／60基

、井戸9墓を検出。（干田幸生）

麟’．

叢羅

古墳時代環濠

遺跡位置図（国士地理院・5万分の1・「前橋」）

　　　　　　　　　　1000

事業名　前橋都市計画事業元総社（西

　　　部第三明神）地区土地区画整

　　　理事業（区画整理第一課）・

所在地前橋市元総社町2303番地の／

言周査期間　6り年5月り日～6／年／／月惚日

担当者原田和博・加部二生

面　積8／6，3m2

言周査の経緯区画整理第一課より、上

記事業に伴う調査依頼があり、昭和56年

以来埋蔵文化財の発掘調査が行われてき

ている。

立地　本年度調査地点は＼元総社小学

校東に位置する牛池川東岸の台地縁辺部

である。南北450mの範囲1こ7本のトレ

ンチ調査を行った。付近の台地上は古墳

～平安期の住居祉が密集しており、低地

の氾濫原からも生活の痕跡が確認された。

先士器時代　なし。

縄文時代　前期～晩期に至る士器片が

確認されているが遺構は検出されなかっ

た。諸磯a，加曽利E、B、堀ノ内式士

器が検出されている。

　弥生時代　溝から赤井戸式士器が4個

体検出されたが，古式土師器に伴うもの

と思われる。遺構は検出されなかった。

　古墳時代　前期4軒、後期25軒の住居

堆が検出された。又、後期ではFA下の

環濠を確認しており、大型高士不、古式須

恵器等が出土した。前年度調査を含めて

2軒がそれらに伴うと思われ、日乍年の木

杭列も近い時期である。北万のトレンチ

からは滑石の原石と製品が多数出土した

が工房は検出されなかった。

奈良・平安時代　総数25軒の住居坑が

重複して検出されたが、方向等の規格性

は認められなかった。昨年度国府の東隅

と報告した大溝の西万一町の地点で断面

逆台形の大溝が検出されたが、国府との

関連性は明らかでない。

中近世　昌楽寺南の東西溝を調査、個

世紀代に比定され，八日市場城存続以前

の掘削であった。これとは別の地点で八

日市場城の東南隅を調査しており／7世紀

代の遺物を出士している。

　　　　　（加部二生・原田和博）
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　　　こ　じんめいいせきぐん

4．小神明遺跡群V
　　　　　あいのた　いせき
　　　　　（合田遺跡）

奈良時代の住居跡（H－1）

　遺跡位置図（国士地理院・5万分の1・「前橋J）

難籔戴雛

iOOOm　　　　　　　　O’　　　　　　　　　1000

」皿　　　　　　”㎜一　　一　　一

2ま

事業名

所在地

調査期間

担当者
面　　積

昭和6／年度小神明土地改良事

業（土地改良課）

前橋市小神明町字合田63／外

63筆

6／年6月30日～／0月4日

桑原　昭・新保一美

／／，000㎡

　調査の経緯　小神明地区では、昭和57

年度から土地改良事業が実施され、それ

に伴い＼埋蔵文化財の発掘調査が行われ＼

本年度はその5年次であり、最終年にあ

たる。

　5月6日　土地改良区、土地改良課、

　　　　　士地改良連合会，文化財保

　　　　　護係で打ち合わせ。

　5月／2日　調査依頼がくる。

　6月30日　　発掘言周査開始。

　／0月4日　発掘調査終了、整理に入る。

　立地　本遺跡は、赤城火山斜面末端の

舌状台地上にあり、1日利根川左岸から北

へ800mほどのぽった標高／30～／40mの

地点にある。そして、数本の小河川によ

り開析されていて、既に＼人為的とみな

される削平を受けている。周辺には、端

気遺跡群、芳賀団地遺跡、南田之ロ遺跡．

小神明遺跡群がある。

　1日石器時代　なし。

　縄文時代　無茎石鍍（2トレ）、加曽

利EonE4式深鉢胴部（F）＼諸磯∂

式深鉢底部・胴部（Dトレ）、凹石（D

トレ溝）、黒曜石剥片3点（Dトレ拡張

部）等を検出。

　弥生時代　なし。

　古墳時代　手捏3点（F）、蘇体部（B

トレ河川跡）。瓦泉の検出により，付近或は、

上流に古墳の存在を予想。

　奈良・平安時代　Dトレ溝から灰糟陶

器・瓶肩部＼土師杯（墨書土器含む）、

須恵の杯・蓋・高台付士宛・盤・小壺など

多数検出。H－／から、須恵の士不一・高台

付士宛・蓋など検出。床百の遺物と遺構の

ようすから，H－／は奈良時代．H－2

はH－／より30年ほど古い。D卜一レ溝は

縄文～平安時代とそれぞれを判定。

　中近世　蓋、燈明皿＼寛永通宝等検出。

　　　　　　　（桑原　昭・新保一美）

　　　は　　か　だん　ち　　い　せき

5．芳賀団地遺跡

事業名　前橋工業団地造成組合による＼

　　　　工業及び住宅団地の造成

遺跡名 北部団地 西部団地 東部団地

所在地
嶺・勝沢

小坂子

鳥取・小

神明・五代

鳥取・小

坂子・五代

調査年度 48・49 50 5／～55

調査面積 3．6ha 2．5ha 32．78ha

報告書 （V）巻 （IV）巻 1・（II）（III）巻

※（　　）1ま未干U

　61年度事業　第II巻刊行のための整理

作業第3年目（芳賀東部団地遺跡谷西分）

　竪穴住居跡（305軒）60年度行われた

執筆委員による／／20平面図の点検の後，

6／年度は、その図面から＼規模や方位等

計測によっていろいろなデー9を取り、

遺構観察表を作った。それと平行し．遺

物が見つかった位置を平面図に言己入。そ

の／／80縮尺コピーと遺物実測図の／／4縮

尺コピー、及び土層説明をカロえレイアウ

トして本文のスベースを決めた。／20軒

分終了した9月下旬、執筆委員会を開き

上記デー9表とレイアウトを執筆者に渡

し、原稿依頼の運びとなった。残り／85

軒分については＼／／月下旬に原稿依頼を

終了した。

　掘立建物跡（／4／棟）担当者による図

面点検を行わなかったので＼デー9表．

レイアウト作成の後￥原稿化のための資

料持ち帰りの前に平面図の中の載せる必

要のないピット等を除く作業を行なった。

（2月中旬）

　製鉄・鍛冶関係遺構（竪穴住居に伴う

もの四軒、鍛治遺跡（3か所）遺物選別、

図面点検は、県埋文セン9一所長．井上

唯雄氏に依頼し、8月中句及びη月中旬

に来室していただく。その後＼図面を作

成し2月下旬に，執筆者に原稿依頼済み。

　なお＼以上の遺構については、遺構平

面図、土層断面図、遺物実測図とも3月

下句に墨入れ完了。

　溝状遺構（46条）、士師に関係する士

坑（52墓）これらの遺構についての原稿

は．事務局の方で原稿化する。3月末日

までに下図、’デー9表，士層説明終了。

レイアウト、原稿化は来年度とする。

　その他．全体図は個々の遺構の／／200

縮少コピーを元に下図のみ終了。でき上

がりは／／600図とする予定。

　執筆依頼した原稿は＼6／年度中に脱稿

される見込み。

　62年度作業予定

／。素原稿と図面を照合し、記号等の食

い違いをなくす。

2．図版をレイアウトに合わせ台紙に貼

る。また写真図版作成。（遺物写真撮影＼

遺構写真選定は今年度終了。）

3．「まとめ」の原稿作成。文責は第1

巻担当、唐沢保之氏、及び6／・62年度、

芳賀東部整理担当者。内容は、∂．芳賀

東部遺跡の土器形態の変遷。（第1巻のも

のの肉付け。）b．∂を基本として＼竪穴

住居跡の分布と変遷を辿る。またテータ

表の各項目の統計的処理結果と∂を比較

してみる。c．墨書士器の出土する竪穴

住居とaの関係。

　以上を62年度の前半に終了させ￥印刷

校正に充分時間をかける。なお第III巻に

係る芳賀東部団地遺跡の縄文遺構の遺物

接合、遺構図面整理を行う。（前原照子）
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寺田遺跡全景

遺跡位置図（国士地理院・5万分の1・「前橋」）

懸灘襲麟鱗

重ooom　　　　　O　　　　　　　OOOO

事業名　前橋市立総社保育所移転

所在地前橋南元総社町／00番地の／0

　　　他
調査期間　6／年6月／日～6／年9月30日

担当者　福田紀雄・浜田博一（市・調

　　　査団）・金子正人（スナガ環

　　　境測設株式会社）

言周査面積　687m2

調査の経緯　前橋市都市計画事業西部

第三明神地区土地区画整理事業の実施に

伴う元総社保育所の移転に先がけ、埋蔵

文化財の包蔵地であることから前橋市福

祉事務所と協議を進めていたが昭和6／年

5月26日～8月3／日迄の調査其月間をもっ

て施設の建設によって埋蔵文化財が破壊

される恐れのある部分について、発掘調

査することになった。

立地　寺田遺跡は利根川右岸に位置し

榛名山麓の緩やかな傾斜面を南北方向に

走る牛池川と滝川に狭まれた上野国府推

定地に隣接する。

先士器時代・縄文時代　なし。

弥生時代　浅間○軽石は確認されたが、

遺構・遺物とも検出されなかった。

古墳時代　C軽石降下後の黒色泥質土

中より石田ノII式土器の甕の□縁部破片．

胴部破片と多量の木製品（杵・田舟・椀

・鋤・横槌・杭・加工木）その他瓢箪・

胡桃・桃・葦等が検出され、この黒色泥

質土層から鬼高期の圷・甕・壺等の士器

と水路状の遺構の西イ則斜面には護岸用の

木杭が確認された。中央部を僅かに凹ま

せた角材が並例に敷かれ．鋤の木部と自

然石で先端を押える状態で検出された。

奈良・平安時代　東側に南北方向の溝

（巾4～5m）が検出された。この溝は

今回の区画整理以前使用されていた道路

の百下に位置する。河跡の砂層からは奈

良平安時代の杯・皿・高台付椀・羽釜・

灰紬陶器・動物の骨歯等が多量に出士し

ている。本遺跡の西イ則半分では浅間B軽

石の純層が見られる。

　中・近世　水田耕作床土とB軽石層の

中間の褐色土層から北宋銭の元祐通宝と

寛永通宝が出士した。

　　　　　　　　　（金子正人）

古墳時代の溝

　遺跡位置図（国士地理院・5万分の1・「前橋」）

諜鐵灘縷

聾ooom　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　量000　　　　　　　　　　　2000

事業名学校建設に伴う開発造成（前

　　　橋工業団地組合）

所在地前橋市泉沢町／256一η番地

　　　他22筆
調査期間　確認調査　昭和6／年6月2日

　　　～同年7月／7日

　　　本調査　昭和6／年7月／8日～

　　　同年9月／0日
担当者桐谷優・近江屋成陽・武部喜

　　　充
面　積確認調査対象面積22，000m2

　　　の／0％（22，000rげ）

　　　本言周査　　7，400m2

調査の経緯　学校建設に伴う開発行為

に先だち、6／年4月8日付で前橋工業団

地組合より調査依頼を受ける。前橋市埋

蔵文化財調査団受託事業として5月η日

付で山武考古学研究所と委託契約を交わ

す。6月2日から確認調査、7月48日か

ら本調査を開始し＼9月／0日に終了した。

立地　本遺跡は赤城山南麓に所在し、

市街地から東へ約7．5Kmの位置にあたる。

調査区は標高り23m前後のローム台地と

標高／／5m前後の沖積地に立地する。

先士器時代　なし。

縄文時代　ローム台地部分全域に．前

期の諸磯∂・b式期の遺物包含層が確認

された。また、この包含層中から掘込ま

れた士瓶が7基検出された。

弥生時代　なし。

吉墳時代　ローム台地上から重複した

2条の溝を検出した。両埴とも南北万向

に直線的に延びており、非常に綺麗に重

なり合っている。いずれも断面は箱薬研

を呈し、規模は深さが約り．5m、上端幅

が2．9～3．7mである。両地とも最下層

にEPの二次堆積と磨滅した土師器と須

恵器が認められた。溝の使用された年代

については6世紀後半から7世紀後辛ま

でを推定した。また、周辺遺跡の発掘調

査で両埴が重複したまま／．9Kmも走行し

ているのが確認されている。

奈良・平安時代　沖積地から浅間B軽

石百下の溝が2条検出された。

　中・近世なし。

　　　　　　　　　（武部喜充）
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8．小稲荷遺跡

古墳（3号墳）

　遺跡位置図（国士地理院・5万分の1・「前橋」）
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事業名

所在地

言周査期間

担当者

面　　積

工業団地用地造成（LPG基
地）

前橋市西大室町2刀一／番他

／6筆

試掘調査　昭和6／年8月／日

～昭和6／年8月26日　本調査

昭和6／年9月8日～昭和6／年

／／月／5日

高橋正男・前原豊（而活周査

団）・新井順二・平田貴正（山

武考古学研究所）

本調査部分　8，900m2

　調査の経緯　工業団地用地造成に伴う

開発行為に先だち、昭和6／年7月／9日付

で前橋市工業団地造成組合より調査依頼

を受ける。調査主体に前橋市埋蔵文化財

発掘調査団がなり、調査業務を山武考古

学研究所が実施した。8月／日から試掘

調査、9月8日より本調査に入る。

　立地　本遺跡は赤城山南麓の西大室町

に位置する。周辺には東神沢川＼桂川が

流れており、開析谷が発達し複雑な地形

となっている。南東には前・中・後の三

二子古墳がある。

　先士器時代　本遺跡中央部より頁岩製

の尖頭器／点を検出。　　　　　　　　　　　．

　縄文時代　前期の陥し穴と考えられる

土胚2墓を検出。包含層より前・中・後

期に属する士器片・石器を検出。

　弥生時代　遺構なし。包含層より後期

に属する土器片η点を検出。

　古墳時代　古墳5基を検出。他の遺構

（住居雄、土拡等）は検出されはい。出

士遺物は3号墳「荒砥村89号墳」で士器、

鉄器、人骨等が出士している。石室は、

共に安U」岩を石材とする両袖形横穴石室

で7世紀代の所産と思われる。

　奈良・平安時代　住居埴は奈良時代の

所産と思われる3軒を検出。／軒は南カ

マド、他は共に東カマドを有し、出土遺

牛勿は少ない。

　中・近世　遺構なし。

　　　　　　　　　　　（新井順二）

躍難難遡騨灘灘纏

難

古墳時代住居（カマド）

　遺跡位置図（国士地理院・5万分の1・「前橋」）

事業名
所在地
調査期間

担当者

調査面積

民間開発（マンション建設）

前橋市南町2丁目29番8号

6り年4月／0日～6／年5月3／日

福田紀雄・浜田博一（市・調

団団）・金子正人（スナガ環

境測言量ホ朱式会社）

800m2

　調査の経緯　信澤建設工業の開発行為

の実施計画に伴い発掘調査の依頼があり

試掘調査の結果＼古墳時代～平安時代の

住居／／軒＼溝2条、土拡／基が検出され＼

遺物も多数検出されたことから開発行為

者と協議・調整をし昭和6／年4月／0日よ

り発掘調査を実施することになった。

　立地　生川遺跡は、前橋台地を貫流す

る利根川と風呂川に狭まれた地形にある。

利根川左岸の前橋台地上のこの地域は、

区画整理事業等による士木工事等で士器

などが出士している。近年上越新幹線，

関越高速道路の建設に伴う数多くの水田

肚が発掘されており．この中には同時期

と考えられるものもあろうかと思われる。

　先士器時代　なし。

　縄文時代　　なし。

　弥生時代　なし。

　古墳時代　この時期の住居雄が／5軒確

認された。石田川式士器の台付き甕を伴

う住居と鬼高式土器を伴う住居が確認さ

れた。特殊遺物として土鈴6点が出土し

た。鬼高の住居の内3軒は長甕をカマド

に利用していた。この3軒は遺存状況が

比較的良かったが、他の住居は、工場の

墓礎工事により破壊が激しくプランです

ら確認出来ないものがあった。他に埴輪

の破片3点と鉄製遺物が出土している。

　奈良・平安時代　この時期の住居は9

軒確認されたが、古墳時代よりも更に遺

構面迄が浅い為．残存状態が悪く全体を

捉える事の出来ない住居が多い。遺物の

中で目立つのが羽釜である。他に灰粕陶

器の皿．士宛等の出士もしている。

　中・近世　井戸が5ケ所確認された。

その内東隅の井戸付近より元祐通宝／枚

が出土した。

　　　　　　　　　　　（金子正人）
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奈良・平安時代住居跡

　遺跡位置図（国士地理院・5万分の1・「前橋」）
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事業名　株式会社松清元総社店の新築

　　　移転に伴う造成

所在地前橋市元総社町早道83／他

調査期間　確認調査　昭和6／年／4月／2日

　　　～／／月／4日

　　　本調査昭和6／年5月／日～

　　　6月／7日
担当者福田紀雄、浜田博一（而・調

　　　査団）、伊庭彰一、折原洋一

　　　　（山武考古学研究所）

面　積／，600㎡

調査の継緯　株式会社松清元総社店の

新築移店計画に伴う造成行為に先だち、

前橋市教育委員会、株式会社松清本店、

建築企業で再三協議を行なう。

調査費の負担＼調査時期＼調査主体者

調査工程等について協議が成立し、5月

／日より本調査を開始する。

立地　本遺跡は国鉄上越線新前橋駅の

北西約／．2Kmの地点、利根川右岸榛名山

南東麓に位置する。榛名山南東麓は相馬

ケ原扇状地を形成し＼その南東で平坦な

前橋台地へ移行する。前橋台地は前橋市

の南西部を占めており，本遺跡はこの前

橋台地上に立地する。標高は／／3mであ

る。

先士器時代　なし。

縄文時代　なし。

弥生時代　なし。

古墳時代　なし。

奈良・平安時代　竪穴住居埴が32軒、

井戸姓が3基＼士妬が／3基検出された。

竪穴住居雄は調査区の西側に集中して

分布する。平面形は長方形若しくは万形

を呈する。規模は東西4．5m前後．南北

3．5m前後を計る。柱穴は無いものがほと

んどである。カマドは東壁の中央南寄り

に位置し、煙道は壁外へ伸びるものが多

い。遺物は士師器、須恵器，緑ゆう陶器＼

灰ゆう陶器、白滋、青滋．銅椀片や鉄製

品が多数出士している。本遺跡は上野国

府の推定地域内にあり、周辺には奈良・

平安時代の遺跡が多く分布する。

　　　　　（伊庭彰一・折原洋一）

奈良・平安時代住居
　　　　（カマド）

　遺跡位置図（国士地理院・5万分の1・「前橋」）

Iooom　　　　　　　O　　　　　　　　lOOO

事業名　民間開発（温水プール建設）

所在地前橋市総社町総社／877－／、

　　　／878、／879番地

調査期間　6／年／0月6日～6／年／／月25日

担当者高橋正男，・前原豊（市・調査

　　　団）．金子正人（スナガ環境

　　　測設株式会社）
調査面積　／，000㎡

調査の経緯　開発事業者　大山芳孝氏

より開発計画に伴う試掘調査の依頼があ

り、調査の結果＼奈良・平安時代集落跡及

び包蔵地と判明した。このことから開発

事業者と協議調整し＼発掘調査を実施す

ることとなった。

立地　村東遺跡は，前橋市街地の北西

3㎞程の総社町総社（旧地名で群馬郡総

社村大字大屋敷）に位置し、地形的にぱ、

榛名山東南麓に広がる扇状地の末端にあ

たり．天狗岩用水と八幡川に狭まれた緩

い傾斜を示す徴高地上に立地する。周辺

には．宝塔山古墳・蛇穴山古墳・総社二子

山古墳＼西イ則には山王廃寺があり＼上野国

分寺・国分尼寺跡がある。この地域が律

令制下において＼上野国の中枢部をなし

ていたことが窺われる。

先士器時代　なし

縄文時代　打製石斧2点。剥片数点

弥生時代　なし

古墳時代　石田川式土器片と和泉期の

土士副墓．住居祉3軒＼当遺構は残存状

況が悪く，遺物の出土量も少ない。

奈良・平安時代　当遺跡の主体はこの

時期であり、／8軒の住居坑が確認された。

北東隅の住居からは多量の須恵器が出土

した。掘によって切られた住居は，カマ

ドの下から溝が確認された。砂岩を長万

形に切ってカマドを築いた住居が3軒確

認された。

中・近世　当遺跡中央部南よりに薬研

堀が確認された。底の部分はさらに深さ

巾とも50cmであった。遺物は布目瓦片／

点と土師片2点が出士した。土層断面を

見ると耕作土の下部から掘り込みが確認

出来る。この事から堀の構築時期は中世

後半以降と考えられる。

近世の遺構は確認されなかった。

　　　　　　　　（金子正人）

一17一



　　　き　のみやいせき
12．木ノ宮遺跡

木ノ宮遺跡全景

　遺跡位置図（国士地理院・5万分の1・「前橋J）
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事業名
所在地

調査期間

担当者

面　　積

民問開発（店舗建築）

前橋市広瀬町三丁目／4一り

／4－2／

表面調査6／年3月20日

試掘調査6／年4月／5日

発掘調査　6／年4月30日・

　　　　　　5月／日

高橋正男・桑原　昭・新保一

美・前原豊
／56m2

　調査の経緯6／年3月5日付けで前橋

市宅地開発事前協議会から、個人より申

請のあった宅地開発事前協議に対する意

見書の提出依頼があった。踏査を実施し

た結果．本調査地は古墳時代から平安時

代の遺跡地である可能性が極めて高いこ

とが判明した。そのため．試掘調査を実

施し、平安時代の士坑／基を確認するこ

とができた。そこで＼事業者との協議の

結果、教育委員会直営で発掘調査を実施

することとなった。

　立地　本遺跡が所在する前橋南広瀬町

は前橋市街地である県庁付近から南東6

㎞の所にある。本遺跡は前橋台地上に立

地し北東には広瀬川低地帯が広がってお

り．比高3～5mの崖が発達している。

この河岸崖は前橋台地を古利根川が侵食

してできたもので＼今でもこの崖下に広

瀬lI　Iが流れている。本遺跡の標高は86m

を測り北西から南西にかけてわずかな傾

斜が見られる。

　旧石器時代から弥生時代　なし。

　古墳時代　文化財調査報告書第／集掲

載のオトウカ山古墳の周堀を確認した。

調査報告書によるとオトウカ山古墳は径

30m，高さ3．5m余りの円墳と推定され

ている。墳丘の／／3は過去に削られ，残り

を道路によって削平されており．周堀．

埋葬施設、葺石は確認されていない。今

回の調査で浅間B軽石が弧状に分布して

おり周堀を墳丘に接して6～8mと考え

ると一致する。この外、古墳時代後期鬼

高III式の杯形土器が／点出土した。古墳

との関連の考えられる遺物である。

　奈良時代　土坑2基、集石遺構／基が

検出された。り号土坑から須恵器2点が

出土した。

　平安時代以降　なし。

　　　　　　　　　　　（前原豊）

　　　ちんじゆめく　　　いせき

13．鎮守廻り遺跡

蝋～

鎮守廻り遺跡全景

　遺跡位置図（国士地理院・5万分α）1・「前橋J）
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事業名
所在地

調査期間

担当者
面　　積

民間開発（賃貸住宅建設）

前橋市朝倉町三丁目30－5～

7・27・29～32

表面調査6／年4月24日

試掘調査6／年5月8日

発掘調査6／年5月22日

　　　　　～5月29日

高橋正男・前原豊
70m2

　調査の経緯　6／年4月／6日億けで前橋

市宅地開発事前協議会から．個人より申

請のあった宅地開発事前協議に対する意

見書の提出依頼があった。表面調査を実

施した結果．本調査地は古墳時代から平

安時代の遺跡の可能性が極めて高い事が

判明した。そこで試掘調査を実施し、平

安時代の溝5条，住居埴らしきものが確

認された。そこで、事業者との協議の結

果．市教育委員会百営で発掘調査をする

こととなった。

　立地　本遺跡が所在する朝倉町は．市

街地である県庁付近から南東3．7㎞のと

ころにある。遺跡の所在する地域は前橋

台地上であり．標高93mを測り北西から

南東にわずかな傾斜がみられる。本地点

の北イ則／Kmには、前橋台地を1日利根川が

侵食して形成した比高5～6mの河岸段

丘崖が存在する。広瀬川右岸は，かって

県内でも屈指の古墳密集地帯であった。

しかし．その古墳群と重複して昭和30年

後半から住宅地が造成されたため、数基

の古墳を残して消滅している。

　旧石器時代　なし。

　縄文時代　多野山地産の結晶片岩で作

出された打製石斧が出士。

　弥生時代　なし。

　古墳時代　石田川式．鬼高式土器の破

片が出士。

　奈良・平安時代　士器片＼砥石が出土。

　中世　カワラケ，常滑系陶器が出土。

　遺構として溝が5条、土坑／基．住居

埴にみられる貼り床状の遺構が検出され

た。遺物は縄文時代から中世に至る遺物

が認められているが、遺構は平安時代か

ら中世に至るあいだのものと考えられる。

溝のうちW－／号溝とよんだものは幅4．

5mを測る規模の大きなもので．本地域の

開発に用いられた主要な幹線用水路と推

定できる。

　　　　　　　　　　　（前原豊）
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　　　しん　めい　ひがし　い　　せき

14．神明東遺跡

神明東遺跡H－3号住居埴全景

　遺跡位置図（国士地理院・5万分の／・「前橋」）

1000m　　　　　　　　O　　　　　　　　　　1000　　　　　　　　　2000

事業名民間開発（マンション建設）

所在地前橋市元総社町37／4－3、3720

調査期間　表面調査　6／年8月6日

　　　　試掘調査　6／年8月20日

　　　　発掘調査　6／年／0月20日～23

　　　　　　　　　日

担当者高橋正男・前原豊

面　　積480m2

　調査の経過　6／年8月6日付けで本調

査地のマンション建設に伴う埋蔵文化財

表面調査依頼が事業者より提出された。

現地調査をした結果、推定上野国府に近

接することと昭和60年度実施の区画整理

事業地内調査が隣接して行われているこ

とから遺跡である可能性が高いことが判

明した。そのため試掘調査を実施した結

果．車安時代の住居雄2軒＼士坑／墓＼

溝2条を確認することができた。

　立地　本遺跡は現利根／I　Iを狭んで群馬

県庁の対岸に位置し＼県庁から西南西2．5

Kmのところにある。遺跡は、県道前橋・

安中線のすぐ北にあり、西に流れる牛池

川と東をとおる主要地万道前橋・群馬・

高崎線（産業道路）のほぽ中央に位置し

ている。また、遺跡の南500mに国道／7

号線が走っている。

　遺跡の立地する地域は前橋台地であり、

北西から南東へ緩やかな傾斜のある微高

地であったが、いまでは、区画整理が進

み，ほぽ平坦になっている。本遺跡の標

高は約／／／mであり牛池IIIとの比高は2

～3mを測る。

　旧石器時代～弥生時代　なし。

　古墳時代　石田川式土器の台付甕が出

二L。

　奈良時代　なし。

　平安時代　住居雄6軒、土坑6墓＼溝

5条，竪穴状遺構／墓が検出された。遺

物は土器類の外、鞘の羽□．鉄津、軒丸

瓦が出土。軒丸瓦は国分二寺中問地域で

出土したものと同箔関係である。このこ

とは、国分寺で使用された瓦と同一工人

によって作られた瓦が国府に供給された

傍証となる資料である。検出された遺構

の所産時期であるが遺物から／0世紀前半

の時期と考えられる。D－6号士坑は小

鍛治遺構であり、さきの輪等が出土した。

　　　　　　　　　　　（前原豊）

せき

跡

屋敷遺跡全景

遺跡位置図（国士地理院・5万分の／・「前橋」）

Iooom　　　　　　　　O　　　　　　　　　　1000　　　　　　　　　2000

事業名
所在地
調査期間

担当者
面　　積

民間開発（マンション建設）

前橋市元総社町2200

表面調査　6／年9月9日

試掘調査　6／年／0月25日

発掘調査　6／年／／月／2・／3・

　　　　2／日

高橋正男・前原　豊

／4／m2

　言周査の経緯　6／年9月9日付けで本調

査地のマンション建設に伴う埋蔵文化財

表面調査依頼が事業者より提出された。

9月／6日に現地踏査をした結果、本調査

地は推定上野国府域（中世蒼濡城）に入

ることから遺跡地であることが判明した。

そこで，試掘調査を実施することとなっ

た。試掘調査の結果、平安時代住居姓／

軒、中世の井戸2基，蒼海城の堀／条を

確認できた。

　立地　本遺跡は利根川右岸に位置し＼

群馬県庁から西3Kmのところにある。遺

跡は＼県道足門・前橋線に面し、西の関

越自動車道新潟線と東に鎮座する総社神

社のほぽ中央に位置する。また＼遺跡の

南には、国道／7号線（高前バイバス）が

南西から北東に走り、その南東／Kmに国

鉄新前橋駅がある。

　遺跡は前橋台地の北西から南東にかけ

て緩やかな傾斜を持つ微高地状にある。

西に榛名山水系の染谷ノI　I、東には牛池川

が流れている。付近の標高は／／8mでこ

れらの河川との比高は3～5mを測る。

　1日石器時代　なし。

　縄文時代　中期勝坂式土器の破片が出

土。

　弥生時代　なし。

　古墳時代　鬼高II式期の住居姓が4軒

検出された。この住居埴からは滑石製の

臼玉が／4個検出され、未調査部分にはな

お、多数の滑石製品が埋もれていること

と考えられる。

　奈良時代　遺構の検出は無かったが、

杯・甕の破片が出士した。

　平安時代　／0世紀代の住居埴が4軒検

出された。H一り・2号住居雄の土器の

なかにはカワラケを含むことからより後

出的要素を持つものである。

　中世　検出されたW－／号溝は中世蒼

濡城の堀跡である。断面形は薬研堀であ

り、上幅8m＼深さ4mを測る。この外

に井戸跡が2基検出された。（前原　豊）
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題螢鱗
勝呂遺跡全景

　遺跡位置図（国士地理院・5万分の1・「前橋」）

looom　　　　　　　O　　　　　　　　　1000　　　　　　　　2000

事業名　民間開発（店舗建築）

所在地前橋市江田町279－／、280，

　　　　297

調査期間　表面調査　6／年5月／6日

　　　　試掘調査6／年6月／9日

　　　　発掘調査　6／年／2月／日

　　　　　　　　　～／2月／／日

担当者高橋正男・前原豊
面　　積63／m2

　調査の経緯　6／年5月6日付けで本調

査地の店舗開発に伴う埋蔵文化財表面調

査依頼が、開発事業者から提出された。

表面調査の結果、条里制の敷かれた地域

であるため水田坊の可能性が極めて高い

事が判明した。その後試掘調査をした結

果．浅間B軽石に覆われた平安時代の水

臼雄を検出した。

　立地　本遺跡は前橋市の南西端＼前橋

市役所から3．5Kmのところにある。遺跡

の西は高崎市との境界になっており、南

は主要地方道前橋・高崎線に面している。

遺跡は前橋台地上にあり、東方／50mに

は染谷川が南下している。付近の標高は

／02mで北西から南東にかけて緩やかに

傾斜している。

　1日石器時代　なし。

　縄文時代　　なし。

　弥生時代　　なし。

　古墳時代　　なし。

　奈良・平安時代　調査の結果．　『中右

記』による天イニ元年（／／08年）浅間火山

噴出の浅間B軽石により埋没した平安時

代水田坑が8面検出された。畦畔の遺存

状況は南側にいくにつれ良好であり、北

1則では判然としなかった。検出された水

田坑は方眼状をなし．東西に／2m、南北

に／0m、東西がやや長い長方形をなし、

面積／20m2前後と小区画をなすものであ

った。

　本地域の地形を細かく観察すると江田

の集落が所在している面は微高地を形成

しており、古代から居住域として利用さ

れていたものと考えられる。水田坑の調

査としてはビニール中袋／個分の士器破

片がみられたことはそういった事を示唆

しているものとしてとらえられる。

　北に検出された東西の大畦畔は条里制

の遺制を残す点で重要である。

　　　　　　　　　　　（前原豊）

　　　にしぽり　いせき

17．西堀遺跡

　　　　　西堀遺跡H－1号住居趾全景

　遺跡位置図（国‡地理院・5万分の1・「前橋」）

Iooom　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　　，000　　　　　　　　　　　　　　2000

事業名　民間開発（東京電力送電線鉄

　　　　塔立て替え）

所在地前橋市上細井町字西堀264
調査期間　表面調査　6／年／／月22日

　　　　立会調査6／年1月／2日

　　　　発掘調査　6／年／月／2日

　　　　　　　　　～／月／9日

担当者高橋正男・前原豊
面　　積／44m2

　調査の経緯　6／年／／月／8日付けで本調

査地の片品川線送電線鉄塔立て替え工事

に係る埋蔵文化財表面調査依頼が提出さ

れた。表面調査の結果、本調査地は遺跡

地である可能性が高いことが判明した。

そのため、墓礎工事に先立って確認調査

を実施したところ、調査地より古墳時代

の竪穴住居埴．縄文時代の土坑を確認し

た。

　立地　本遺跡は市街地から北東へ4㎞

離れた赤城山南麓に位置する。遺跡は、

古利根川が形成した河岸段丘上にあり．

遺跡の南／50mを北西から南東に走る県

道今井・前橋線によって広瀬川低地帯（古

利根川氾濫原）と区別される。遺跡の北

と東は、桑畑や畑地に利用されているが，

西イ則は赤城火山斜面を南流する鎌倉川に

より開析され比高高差／0mほどの崖にな

っている。一万南イ則は、広瀬川低地帯に

ひろがる水田を一望のもとに見渡すこと

ができる。また．遺跡の標高は約／28m

を測り南／00mのところには通称鎌倉坂

と呼ばれる急坂がある。

　1日石器時代　なし。

　縄文時代　土層から縄文時代と考えら

れる士坑／基が検出された。この外に、

早期の無紋土器・前期の諸磯a式土器や

それに伴う石器が出土した。この中で早

期の無紋士器は胎土に結晶片岩粒を混入

する特徴を持つものである。また，石器

には北関東地域特有な『片刃形の石器』

も認められた。

　弥生時代　なし。

　古墳時代　後期鬼高II式期住居埴が3

軒検出された。3軒とも竈を南壁に持つ

と考えられる。完掘できたH－4号住居

埴は4．5mの正方形の整ったものである。

この住居埴からは士器の外、士玉、赤色

顔料が認められた。この外に．前期石田

川式士器片2片出士があった。

　奈良・平安時代以降　なし。（前原豊）
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V　調査事業の成果から

1．妙安寺文化財調査

昭和52年から足かけ⑩年の調査を経て，今年度

前橋市文化財調査報告書「妙安寺　谷山記録寺宝」

として刊行することができました。

そこで，この／0年の調査をふりかえり＼調査の

まとめとしたいと思います。

妙安寺に本格的な調査の手が入ったのは，昭和

52年のことでした。

前橋市文化財調査委員の尾崎＼中澤＼松田＼丸山＼

山田先生により＼古文書・記録・書画・什宝類の

悉皆調査を実施し＼カード＼目録作成写真撮影を

行ないました。

昭和52年度文化財調査報告書第8集から昭和57

年度り3集まで＼筆録、縁起．一谷山記録の解読を

報告してきました。

昭和58年度解読状況等を再検討した結果＼現在

の状況では今後数十年を要し＼分散し資料的価恒

がなくなる。また什宝類について専門家の鑑定が

動要であることから＼妙安寺文化財調査委員会を

組織することになりました。

昭和58年9月に第／回の委員会が開かれ，今ま

での調査結果の報告と＼これからの調査について

協議がありました。

同年／／月より＼什宝類の再調査＼東本願寺＼大

谷大学図書館での調査を行いました。

昭和59年5月には．書画＼什宝類について飯島

勇先生に見ていただき．指定に値するものとの鑑

定をいただきています。

　　　　　　　いちのや　　　　みむらその後＼板倉町．茨城県一ノ谷妙安寺，三村妙

安寺，川越市＼浅草坂東報恩寺への調査をしてい

ます。

同年ね目から翌60年／目にかけて＼葵紋幕にっ

いて＼大阪芸大吉岡教授・京都国博切畑室長によ

り「辻ヶ花染」ではないかとの見解で＼東博今長

氏＼文化庁広井氏他で調査を実施しました。

絹本著色親鶯上人像（県重文）

この時は新聞＼テレビで報じられました。

昭和60年には＼書画・記録のうち9件42点が県

指定重要文化財に＼9件45点が市指定重要文化財

に指定になっています。

これも＼妙安寺調査の一つの成果といえます。

同年坂東報恩寺＼大谷大学図書館＼市内真宗寺院＼

上越市での調査を行い，補充としています。

昭和6／年に名号2件が市指定重要文化財に指定

となりました。

昭和6／年度は報告書刊行の年度として＼原稿集

約，点検を行いました。

9目に印刷会社に入稿し、昭和62年／月に完成

し納品となりました。

400部を有償領布しましたが＼好評のうちに完売

となり＼50部を限りとして追加領布するほどにな

りました。

　　　　　　　　　　　めいさつこの㈹年問の調査により＼真宗大谷派の名刹と

して＼一部の研究者には知られていた妙安寺につ

いて解明できたと共に．前橋市群馬県の歴史解明

は言うに及ばず＼茨城県の歴史＼宗教史の解明に

も＼いくぶんなりとの寄与ができたのではないか

と考えています。
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　／2．前橋の小さな旅
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　まだ城下町の雰囲気をいくらかは残す総社地区

は．大渡橋により利根川を西に渡ったところにあ

ります。散策に適した範囲に多くの史跡が点在し

ており＼初めて訪れる人には＼ちょっとした小旅

行の気分になるかも知れません。

今＼既存道路を利用した歴史散歩道が計画され

ており＼その概要と総社地区全体の史跡とその整

備構想（案）について＼以下説明しょうと思います。

歴史散歩道の整備は62年度から3ケ年で行い＼

道しるべ（案内標示）約／00基，説明板約／5基の整

備と歴史散歩マツプ，歴史探訪ハンド・ブツクの

作成が予定されています。

　道しるべと説明板は総社の歴史と文化にふさわ

しいデザインのものを＼マップはビジュアルで見

やすいもの＼そして．ハンド・ブックは史跡の他。

伝説＼民話＼民俗芸能＼石イムなども取り上げ＼来

訪者の興ロ床関心に合った歴史探訪ができるものと

したいと考えています。

　先に／6集では『前橋市歴史環境広域整備基本構

想』の説明をしましたが＼ここでは総社地区の整

備構想（案）と史跡について説明しようと思いま

す。ただし，これらの整備案は実現性はとりあえ

ず保留し．総社地区の歴史的資産の活用と町おこ

しという観点により，どこまで構想しうるかの一

提案ですので，ご承知おき下さい。

　史跡の整備は．点より線・面と展開した方がよ

　　　　　利　給人町屋敷　　　　　　根

　　　　　　一」癖製璽

一蟄黙
赴』「

＼　一、　　交

総社城絵図

∠

、墾灘

口
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筆，

簸罵

り一体的な歴史環境の形成が可能となり効果があ

ります。総社地区は面的（その地区全体）な整備

が構想可能な＼市内でも数少い地区の一つです。

　以下に述べる構想は＼史跡の整備にあたっては

必ず＼事前調査（発掘・測量他）と整備構想の検

討を行なうという前提に基づくものです。

①総社の町並み・景観の整備

　左頁の図にあるように＼総社の町は江月の初め

城下町・宿場町として造られ，現在も町屋敷宿割

図のとおりの地割りが生きています。下の写真の

ように町並みもその名残りをある程度とどめてい

ます。この町並みに適した建物を保存・建替えを

し江戸の城下町の情緒を再現したらどうでしょう。

②古墳を取り囲あ公園の整備

　この地区は古墳が多く左図を見ても国史跡3基

他　2墓の古墳があります。そして＼図のように

古墳の周辺をオープンスペースにし公園化すれば＼

史跡探訪の休憩地や自動車の駐車場＼地元民の自

由広場、環境保全などに活用できるはずです。

◎総社城内の遠見山古墳の整備

　遠見山古墳の周囲に総社城は築かれていました。

　　　　　　　　やぐら古墳は城の遠見の櫓の施設として利用されていた

ことから．遠見山古墳の名称がつきました。古墳

とその周辺を整備し，遠見の櫓を模した施設を設

け＼総社城関係の説明を付したらどうでしょう。

④上野国府・山王廃寺の調査と整備

　この史跡は現在発掘調査中又は中断しており＼

その全貌はまだ明らかではありません。上野国府

は800m四方＼U」王廃寺は200m四方の規模を持

つのではないかとも考えられており，いづれも群

馬県の古代史上欠かせない史跡です。まず＼綿密

な調査を行い＼その後の整備が待たれます。

　　、、蟻、．・、／　　　　　＼＼1ミ》　＼

　　　，照彗護　、、　　羅　醤＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1窯＼

　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　ヤリリ　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ

　　　輪毫灘黙、、灘籔輪．、騒懸驕翻
欝繍、羅嚢．題1．顯霧き…融騨驚、

　⑤天狗岩用水の歴史・自然環境の保全と沿道整備

　　この用水は総社藩主秋元長朝が江戸時代の初め

　農業用水として＼また総社城を防御する掘として

　開削したものです。難工事だったため天狗が現わ

　れ助力したとの伝説からこの名がつきました。

　　用水は利根川から取水していますが＼総社の地

　盤が高いため地表より7～8mの深さに掘られて

　おり＼現在でも難工事の様子がうかがえます。両

　岸にはアカシアの雑木林が生い繁り野鳥が飛びか

　うなど＼地元に貴重な自然環境を提供しており，

　用水に沿った散策路の整備などが望まれます。

　◎コミュニティー・ミュージアム

　　町並みを形成するようなデザインで公民館など

　も兼ね，総社地区の歴史と文化を具体的に理解で

　きるような展示がなされた施設があれば良いでし

　ょう。ここは＼歴史散歩に来た来訪者のビジター

　センターでもあり＼総社の民俗・郷士芸能・伝統

　食等の生活文化の体験・学習など＼地区の世代間

　交流やコミュニティーの場でもあります。

　　この他にも総社地区には多くの史跡・文化財が

　あります。秋元氏の菩提寺の光厳寺や元景寺．総

　社城大手門跡の粟島神宮や彫刻のすばらしい一本

　木稲荷などの寺社，また＼道祖神や辻の地蔵尊＼
　　　　　　　　　　　おひたた
　供養塔や庚申塔などの果多しい石造物．城下町にま

　つわる地名や屋号など＼数えきれません。

　　さらにすばらしいことは『総社地区史跡愛好会』

　という地区全戸加入の組織があることです。

　　このような歴史的資産と人的資源を持つ総社地

　区で歴史散歩道が整備されることになりました。

　　散歩道がきっかけとなり，点から線・面へと拡

　がり，この提案のどれか一つでも実現の方向へ歩

　み出すとしたらすばらしいことです。（中野和夫）

幽、、、、、、謹雄義…、…盛

輻罐鰻　　　　驚講閲　　　　鑑
　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　r奪試蕩
　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　にタ
欝一灘麟一酸　　藏　　…蒙v　　　　　　一彰暴
．’　　慌饗．署1、一脳撰、，一、礁醐器　　　、，．、螺灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　総社町の町並み
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3．総合調査事業

昭和6り年度に実施した文化財調査について事業

報告の中で略記していますが＼ここでは＼その内

いくつかについて内容をお知らせします。

片貝神社大祭調査

昭和6／年は／2年に　度の大祭にあたっています。

祭は元禄＿年（／689）から始まったといわれ＼地元

では29回か30回になるといっています。

三社つまり＼早虎稲荷・片貝神社・能満虚空蔵

尊（香集山能満寺玉蔵院）の改修の年になるそう

です。牛と虎は虚空蔵の守り本尊であり．東片貝

が牛で＼西片貝が虎であるといいます。

幼稚園児の稚児たちが，頭に牛と虎の顔をかい

たかぶりものをつけて＼手に手に花をもって＼行’

列していました。

／2年に／度の大祭ということで＼おねりが神社

の西から＼神社まで行なわれました。

御神木＼役員、太刀＼神主＼太々神楽＼太刀＼

役員＼太刀．稚児という川頁でねっています。

　これに宮殿がつくものが完全な形で、この時は

遷宮祭ということになるそうです。

おねりはゆっくりと歩き＼途中3～4回休み＼

ふるまい酒が出されます。

太刀は、辻々で＼清めの塩を介添がまき＼とな

片貝神社大祭のおねり

え言をしてから居合いを行ないます。

神社の境内でも＼居合いをします。

太々神楽も＼ずっと演奏しながらねってきます。

ひょっとこが＼道筋の見物人をかまっています。

4月／3日は＼次の舞が奉納されました。／．大幣

2．神招3．伊佐奈岐命伊佐奈美命4．天の岩F5．種蒔

の舞6．八幡大神7．両刀8．片扇9．釣場／0．大蛇（おろち）

このうち釣場は＼恵比寿士＼河童．副女＼火男

二人で＼2時間以上かかると聞いていましたが＼

なかなかの熱演で3時間に及ぶものでした。

ここは＼力工テの笛が有名ですが＼今は福の笛

を使っていて＼よい音がするそうです。

甲胃調査

この一年で四領の甲胃を調査しています。調査

には＼日本甲胃の会の高橋賢靖氏に指導していた

だきました。
てつぐろうるしぬりおけがわ　に　まいどう　く　そく

鉄黒漆塗桶側二枚胴具足

市内岩神町の佐藤光徳氏より寄贈に際して調査

をしたものです。現在児童文化セン9　に展示し

ています。

江F時代中期に造られた当一世具足で．実用的な

造りをしています。作者＼着用者等は不明ですが＼

数百石程度の武士の着用したものです。

総高／39cmで＼一部に後補と欠損があるが＼全

体によく保存されています。
よこはぎおけがわどう　ぐそく

横矧桶側胴具足

永明小学校に所蔵されているものです。

小振りですが＼実用的に工夫がこらされたもの

　　　　　　　　　　　　　めんほうです。兜には激戟の蹄をみることができ＼面顛は

猿面と呼ばれるもので現存が少ないものです。

嘉永六年に補修した記録があり＼貴重な資料で

す。

ひしとじおけがわどうむなとり　ぐ　そく

菱綴桶側胴胸取具足

これも永明小に所蔵されているものです。

保存が良く＼一式そろっています。

　　みようちん兜は「明珍信家」の特徴を現わす特別注文のも

のです。当時「信家」の兜は武士のあこがれであ

り＼所持することは名誉なことであったといわれ
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東照官の甲胃 永明小の甲胃

ています。

　　　　ひつ　また＼櫃（具足を入れる箱）に＼金箔書で「ノ［

越・牧與次兵衛」と書かれています。

　牧與次兵衛は＼市史等で調べると＼百石取で勘

定奉行・前橋町奉行をした武士です。中央公民館

に展示の前橋陳屋の棟札に造営奉行の副司として

名が出ています。

　百石取の身分では徒士（槍持）一人を必要とし

たので，もう一つの横矧桶イ則胴具足は＼その徒士

の着用したものとも考えられます。

　二領の甲胃は大正年間に下長磯町の栗原儀助氏

が，永明小に寄贈したものです。
　ぴょうとじおけがわどう　ぐそく

　鋲綴桶側胴具足

　この甲胃は東照宮所蔵のもので＼前橋藩士木村

孫市が明治九年十月十七日に奉納したものです。

　実用を考えしっかり造られ。全体の重量は侶．8

K8となっています。全体的にこぶりな甲胃で、前

橋藩の百～百五十石取りの武士が着用したもので

永明小所蔵の菱綴桶側胸取具足とともに＼着用者

とその身分が確認できる資料の一つです。

　木村孫市は市史等によると百石～百五十石で組

頭をつとめ＼嘉永七年には．江戸高輪の一之台場

当番になっています。

　また．孫市が居住していた多津塚（龍塚）は＼

今の表町二丁目になりますが＼明治七年に田中町

と改められた所にあたります。

　ここには，前橋藩士の中堅（百石～二百石）の

士族屋敷がおかれていました。

　古銭・磯部コレクションの調査

　市内南町の磯部干一代子氏から寄贈に際し調査し

たもので．現在市立図書館に保管されています。

　コレクション収集の経緯について不明ですが、

大正から昭和頃のものと思われます。

　全部で／，730点からなり＼5つの箱に収められ

ています。

　分類した結果は以下の通りです。なお中国銭は

時代別＼日本銭については貨幣別になっています。

周 7 清 254 文久永宝 38

唐 32 越南 4 南部馬市
ノ1

前蜀 4 安南 30 箱館通宝 ／

王行
！1

絵銭（中国） 7 仙台通宝 3
南唐 8 不明（中国） 79 慶長通宝 2
遼 5 朝鮮 ／／ 宝永通宝

！1

北宋 440 小型銭 98 藩札 ／5

南宋 55 鳩目銭 33 絵銭（ロ本） ／70

金 ／0 太平天国 ／ 古銭包紙 ／り

元 40 永楽通宝 3 私鋳銭
ノ1

漢 6 寛永通宝 33／ 書状 ／

明 54 天保通宝 4 不明 2

　調査にあたっては＼日銀貨幣博物館の小林博氏、

口本貨幣協会の松浦辰夫氏より指導を受けました。

　清里地区あしろあみ調査

　清里公民館で行なわれたむしろあみの様子を記

録しました。

一25一



4．普及講座
昭和6／年度に行われた文化財普及のための講座

は＼次のとおりでした。

（1）県民文化大学専門講座

県教育委員会との共佳で＼中央公民館を会場と

し＼8月23日（士）～／2月6日（土）までの3カ月半の間

に計／0回のシリースで開講しました。請座は＼「前

橋のあゆみ」という主題で，市の歴史を通史的に

学びました。各回とも平均60名前後の受講生があ

り＼特に／0月4日（土）に行われた公開講座には＼市r

内外から約200名程の受講生が集まり大変盛況で

した。各回とも県内の著名研究者が講義しました

が＼それぞれの講師の持ロ床が生かされ．受講生か

らは県都前橋の歴史をわかりやすく学べましたと

好評でした。

講師と学習課題

回 学　習　課　題 講　　　師 月　臼

牛 上毛野氏の発展と古墳文化
群馬県教育委員会文化財保護課長

櫓　沢　重　昭
8月23日（土）

2 山王廃寺と上野国分寺
県立前橋第二高等学校教諭

松　島栄　治
9月6臼（士）

3 女堀のなぞを探る
群馬県史編さん室専門員

能　登　　　健
9月／3日（士）

4 動乱期の土豪たち
県立中之条高等学校教頭

唐　沢定市
9月27臼（士）

公開

5 鎌倉時代の上野武士
東京都立大学教授

峰岸　純夫
絶月4日（土）

6 乱世に生きる
一中世の信仰

群馬県史編さん委員

近藤　義　雄
／0月／／日（士）

7 厩橋から前橋へ
　近世の領主たち

群馬県史調査員

礒　田　市造
／0月／8日（土）

8 前橋町と商人たち
群馬県立文書館課長

阿久津宗　二
／0月25日（士）

9 周辺農村のあゆみ ノノ 僧月8日（士）

／0 教育近代化のあゆみ
前橋市教育資料館長

石　川　克　弥
／2月6日（士）

以下に講義内容の概略を紹介します。

上毛野氏の発展と古墳文化　講師梅沢重昭

三世紀から四世紀にかけての群馬は＼榛名山南

麓と赤城山南麓といった山寄りの辺りを中心に弥

生文化が栄えていました。

人々は＼樽式士器（弥生士器の一種）等を用い

狭い谷地を利用した小規模な水田耕作を営んでい

ました。一方＼東毛地区などの平野ではまだ水田

は造られておらず＼未開の空白地帯であったと思

われます。

その後古墳時代に入って＼この空白地帯には石

田川式土器を使用する人々が移住してきたと言わ

れ＼急速に開発が進みました。東毛の豊かな農業

生産力を背景にして＼古墳の造営も始まりました。

とくに＼太田天神山古墳のような大型の前方後円

墳については＼大和政権と結びつきのある豪族に

よるものと考えられます。土木技術や副葬品の馬

具や水びょう等を見ると＼大陸文化の彊い影響を

受けており＼大豪族・上毛野氏の持つ外来文化を

積極的に取り入れようとする姿勢が窺えます。

八世紀には古墳は寺院へと姿を変えて行きます。

山王廃寺と上野国分寺　講師　松島　栄治

古墳時代の上毛野氏は＼全国的にみても有力な

大豪族でした。旧荒砥村＼現在の前橋’市東大室町

・西大室町にある城南二古墳は＼上毛野氏の権力

　　　　　　　　　　　まえふたご　　　　なかふたの大きさを雄弁に物語っています。前二子・中＿
ごうしろザヨヤたご

子・後二子の一古墳は＼規模の上からみても＼ま

た副葬品の豊かさを見ても非常に立派なものです。

　　　　　　　　し　しんつきかさり前二子山古墳から出土した四神付飾土器には＼中

国から渡来したと思われる四神思想による四神が

見られます。また＼前・中・後の二古墳の位置と

方位には何らかの計画性があり＼樒木遺豚で検
　　　やかたあと
出された館蹄との関連性も考えられます。

大化改新後には＼上毛野氏は中央の役人として・

活躍しました。国司による律令政治が栄える頃＼

上野国には由府があって＼万六町の計画的な町

となっていました。国府は＼現在の明神様のあた

りを東の境として設定されていたもようです。

また＼国府の北西には国分寺と国分尼寺が有り＼

山王廃寺以来の仏教文化の流れを受け継ぎ＼豊か

な仏教文化が花を咲かせていたようです。

鎌倉時代の上野武士　　講師　峰岸　純夫

第5回目の公開講座は＼峰岸先生に「鎌倉時代

の上野武士」という演題でお願いした。平安時代

末から鎌倉に幕府が開かれるまでの問の源平の争

う時期に上野の武士たちは、どの様に動いたかを

県史＼山梶記＼吾妻鏡等の資料を墓に講義した。
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治承4年（／／80）京都で勃発した源頼政・以仁

王の乱に際して上野武士は＼足利忠綱を大将とし

て一族郎等が京に上り平家方として乱を鎮めた。

新田荘の地頭として力を持っていた新田義重は

当初平氏に服していたが．関東の情勢に変化が起

こると＼平家を離反して源氏に服している。

上野西部には．信濃から源義仲が勢力を伸ばし

ており＼これに服する武士団も見られた。

藤姓足利氏内では＼寿永2年（／／83）の関東の

　　　　の　ぎのみや
雌雄を決する野木宮合戦により分裂が生じ、親子

兄弟がそれぞれ独自の動きを示している。

源平＿大勢力が争う中で上野武士は、その時々

の情勢に敏感に反応し＼一族でも各々の判断で動

いている。その中で時流に巧みに対応した武士が

生き残り．鎌倉幕府に地頭として用いられている。

厩橋から前橋へ　　　　講師　礒田　市造

第7回の講義は＼礒田先生によって行われ，と

もに前橋藩主であった酒井氏と松平氏の治政の違

いを慧昌（狂歌などによる落書）等を交え考察し

た。両家の藩主としての在任期間の差を家系と病

気の系統から探ってみたり＼転封歴の多少から＼

（酒井氏3回．松平氏／4回）政治力の差を考察し

てみたり興味深かった。酒井氏と松平氏の家系や

人柄の違いが＼それぞれ前橋の治政に及ぽした影

響、近世幕藩体制の中でゆれ動く両家の運命等が

熱っぽく講義され好評であった。

教育近代化のあゆみ　　講師　石川　克弥

人問の高度な精神的働きから生まれてきた所産

がいわゆる文化であり＼それを次の者に伝えてい

くのが教育であるという論から始まり．古代から

現代までの教育のあゆみを具体例をあげわかりや

すく講義した。学という字の成りたちや，学校と

いう言葉の起源＼僧侶や貴族のためだけの教育＼

体制維持に利用された教育、庶民の寺子屋教育＼

前橋藩の藩校好古堂・求知堂＼近代教育が必要で

あった理由＼大正新教育運動＼軍国主義の下での

教育、戦後の民主主義教育とその問題点等が＼写

真パネルなどの資料をもとに講義され、受講生か

らは貴重な教育史の一端が周えたと好評であった。

（2）第5回文化財普及講座　62．2．／9

昭和52年からおよそ／0年の歳月を費して進めら

れてきた妙安寺文化財調査は＼6り年度の調査報告

書「妙安寺一谷山記録・寺宝」の干1」行により終了

しました。報告書の刊行を機に＼より多くの方々

に妙安寺の寺歴や寺宝類を紹介する目的で普及講

座を開きました。講師には＼飯島勇・近藤義雄の

両先生を招き講義と寺宝類の紹介を行いました。

　「親鶯・成然と妙安寺」　講師　近藤　義雄

尊卑分脈日野系図によると＼浄土真宗開祖の親

　　　　　　きっこうによ鷺は源義親の娘の吉光女と日野有範との間に生ま

　　　　　　　　　　　　じようねんれたとある。また＼妙安寺を開基した成然（九條

　ゆきざね
中村幸実）は＼源義親の娘と九條良賢の間に生ま

れたとあり＼両者は従弟の関係にあたる。親鷺は

専修念イムに帰依し勅勘を受け越後国分寺へ配流さ

　　　　　　　　　　　　いち　　やれる。幸実も勅勘を受け東国（下総国一ノ谷）へ

配流される。両者はやがて稲田において運命的な

出会をし＼幸実は親鷺に帰依し＼成然という法名

をたまわる。親鷺の上洛に際し自作の寿像を与え

　　　　　　　　　　みむらられ＼妙安寺の寺号をもらい三村の地に妙安寺を

　　　　　　　　　かくによ開墓する。やがて成然は＼覚如により関東一十四

輩の第六番の弟子とされる。妙安寺はその後酒井

重忠の要請により寿像・寺宝とともに川越・前橋

へと移っている。以上の様な内容を系図・聖人正

統記・門侶交名牒・覚信尼（親鷺の娘）の告知文＼

妙安寺の古文書等を通して講義をした。

近藤義雄先生 飯島勇先生

　「妙安寺とその寺宝」　　　　　飯島　勇氏

飯島先生には＼専門である絵画類の紹介を＼ス

ライドを通して解説していただきました。
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指定文化財一覧表

国指定重要文化財

指定物件名

国指定史跡

No. 指 定 年月日 指定物件名

1 大 15.10.20 上野国分寺 跡、

2 日召2. 4 . 8 (総社) 二 子山古墳

3 11 則一子古墳

4 11 中 二子 古 墳

5 11 後 一 子古墳 1111'.IJ、主言明
6 日召 2. 6.14 (天)11) 一子山古墳

7 日召 3.2.7 山王塔跡

8 1119.11.13 宝塔山古墳

9 11 24. 7 .13 八幡山古墳

10 1/ 49.12.23 蛇穴山古墳

11 1/ 58.10.27 女 堀

指定物件名

国認定(旧)重要美術品

No. 指定年月日 指定物件名

1 日召10.12.18 四神 付飾土器

2 日召11.11.28 石製腸尾 箇

3 1/ 石製鴎尾残片ー箇

4 日召18.10.1 後震陽翰成天古皇歌御色紙 一幅

5 1/ 後柏慶翰原天朗詠皇詩歌 ー 幅

6 1/ 霊震元翰天御皇懐(詠紙松問一紅幅葉和歌)

県指定重要文化財

No 指定年月日 指定物件名

l 日召26.6 .19 十一而級世喧ff念

2 1/ 30. 1 .14 発 鐘

3 1/ 34.8. 5 脇差 (銘喜翁藤原直摘し)

4 1/ 万 無銘(伝元重〉

5 11 37. 2 .21 刀 銘土佐務エZ討すヲ管法之

6 11 38. 9.27 太刀 銘倒~Hi菱自岳災先

7 11 上野総社神社本殿一棟

8 1/ 
強(3銘3源友術r'u削富国) 一口

9 11 万 (銘郎左・備衛前門尉国佳清光長船作五)

10 11 万[~主異議翠太郎蛾 l

所在地

端気苛337菩1m寺
総社町総 社2408

日枝神社

台東区上野公園内
東京国立 博物館

所在地

元総社町・
群馬町東国分

総宇土町植字野二
子 山368

西大室町一子山

東大室町五料

西大室町下諏訪

文尽町二丁目 26
総社町総社2408
総社町総社1606

光 巌 寺

朝倉町四丁目

;f¥%，宇土田T帝1i;宇土1587
華本宇土ノj、市I

東大室町、飯土 井町、

二之宮田I町、白血富田町
赤堀下

所在地

昭和町三 丁目 29'-11

所在地

大前手町一丁中央目 3-6
橋市 公民鎗

帝色宇土田丁車念宇土2398
品ft七t匝T申M土2408

日枝神社

千代田町二丁目 3ー

30 妙安寺

1/ 

11 

所 在地

日事量弓F匝了412日事量弓F

妙千代安寺田町一丁目

城東町一丁目 11-17

ノj、宇目オt田丁150 2 

" 11 

元総社町2377
総社神社

千代田町二丁目
15-10 

南 町 三 丁目 14-23

千代田町 二丁目 5ー
5 

-28ー

管 理 者

前橋市
君羊馬町

前橋市

前橋市

前橋市

前橋市

前橋市

前橋市

前橋市

前橋市

前 橋名園 市
赤 .IBJ

管理者

前橋市

1/ 

1/ 

管 理者

11 
1/ 

イ主 戸斤

大手町一丁 目
1 - 1 

{主 戸斤

大手町 丁 目12-1
群馬町大字足門

1667-1 

大手町一丁目
12-1 

11 
11 
11 
11 
11 

大手町一丁目 12-
1 

11 

1/ 

赤堀町大字西久 保
64- 5 

イ主 戸斤

大手町二丁目
12-1 

イ主 jiJf 

大手町一 丁目
12-1 

11 

1/ 

f主 戸斤

1/ 

1/ 

電 話

11 
11 
11 可

11 
11 

11 

" 

電話

1/ 

11 

電話

" 
1/ 



No. 指定年月日 指定物件名 所在地 管理者 f主 戸斤 電 話

11 日召38.9 .27 短万 (銘 ・ 於 東 葉 薬 草l 石倉町316

12 1/ な きゃなた 於 東武炎雑作之 1/ 1/ 

" 1/ 

13 日召49.12.23 納曾利面
一之宮町886 一 宮赤宇土城神 二之宮町886二宮赤城神社

14 " 総社神社船、仏(ニ面)
7c事念キ土匝J2377

総社神社

15 1/ 総社本上野国神名幌( 1/ 1/ 11 11 
一 巻)

16 日召51.5 . 7 総社 神社雲版(一面) 1/ 1/ 11 11 

17 1/ 53.10.13 旧アメリカンボー宮ド 岩神町一 丁目 3-5
共 愛 学 園

教師 館 共愛学園

18 1/ 56. 7 .10 旧蚕糸試験場事務糠 敷敷島町島262 前橋市 大手町一丁目 12
公園パ ラ圏内 1 

19 1/ 60. 6 .25 絹(六本臣著}色一製隅徳太平孝 養 像 千代田町一丁目 3-30
妙安寺

20 1/ 絹本著色聖徳太子孝養イ象 11 1/ 11 11 
一幅

21 1/ 絹本響色車見燃上.人旅聖路御-~膨府 1/ " 11 1/ 

22 1/ 絹本著色親鴛成然両上一人像幅 1/ 11 11 1/ 

23 1/ 納本 響 色 般 紙 上人像 中国 1/ 1/ 11 1/ 

24 1/ 絹本著色真宗七高祖イ象 1/ 11 11 1/ 

一 幅

25 1/ 絹本著色成 f&上 人 像 -11明 1/ 11 11 1/ 

26 1/ 1/ 一 幅 " 
1/ 1/ 1/ 

27 1/ 1/ 一帽 1/ 1/ 11 11 

28 11 絹本著色親驚上人縁起絵四伝幅 11 1/ 11 11 

29 11 中啓伝狩聖子山楽鑑別面画 11 1/ 11 1/ 

一 本

30 11 絹本著色九文人合作書画 11 11 • 1/ 1/ 

一幅

31 11 61. 3 . 7 臨江閤本館茶室一棟付棟札 大手町三 丁目 15 前橋市 大手町一丁目
二枚 12-1 

県指定史跡

No. I指定年 月 日 目 指定物件名

寺
一

ロ
一

7

巌
一目
一

一

一

h
昌
一
勺
d
p「
u
=
F
l
A
U
E
E
n
u
-
巧，

a

品
川
一

n
u
u寸
ノ
=

噌

q
o
-
aa-
-
q
4

一時

士

一日
一
目

在
一
社

一井

一宿
一
丁

一総

一高

一字
一
一

所

一町

町

一町
一
町

社
一
社

一泉
一
瀬

総
一
総

一上
一
広

管理者 イ主 R斤 電話

1 I昭 25.6 .15 I力団遺愛碑

2I 1/ 26. 4 .24 I石田玄圭の墓

3 いI26. 6 .19 I上泉郷蔵附上泉古文書

4 I 11 45. 12 . 22 I前橋天神山古墳

上泉町自治会

前橋市|大手町二TE-1
県指定重要無形民俗文化財

指定物件名 所在地

下長磯町281
手I白骨キ申宇土

イ主 戸斤

市指定重要文化財

No 指定 年 月 日 指定物件名 所在地 管理者 f主 戸斤 電話

1 日召39.12.22 文政 四年天川原村分間絵図 文京町三丁目 21-17

2 11 文政四年前橋前T絵図 文尽困丁一丁目 27-26

3 11 大徳寺総門 小相木町91大徳寺

4 11 廃覚動寺宝搭 公田町421乗明院

5 1/ カロウ卜山古墳石棺 一河町一丁学目 1 庭3 中 }II小学校 ニ河町一丁目
中川小校校 1 - 3 

6 1/ 典籍前橋藩松平家記録 大手町一丁市 目12-9 
前橋市 大手町一丁目

立図書館 12-1 

7 書跡・豊臣秀吉和歌短冊
千代田町一丁目 3-30

1/ 妙安寺

8 
日召60.3.27 工 芸品中啓伝狩野山楽筆 11 11 " 11 

県指 定 へ

9 日召45.2 .10 笠薬師搭婆
問屋町四丁字目申 3 - 4 総キ土町存史跡 総社町総社

稲荷社境内 愛会 1596-1 

10 11 48. 9 .24 松平藩主画像
朝日町四丁目 29-24

孝顕寺

II 11 結城政勝画像 11 1/ 11 1/ 

ハ可
J
U。，“



No. 指定年月日 指定物件名 所在地 管理者 イ主 戸斤 電話

12 日召48.9 .24 酒井重忠、画像
大手町一 丁目 17-22 大手町一丁目

源英寺 17-22 

13 11 東福寺鰐口 一河町 丁目19-18 =1可町丁目
東福寺 19-18 

14 11 小島田の供養碑 小島田町大門跡530

15 1/ 大徳寺多宝塔 小相木町91大徳寺 ー 小相木町91

16 11 阿弥陀ー尊画像板碑 公田町421乗明院 公田町421 ー- ー

17 1/ 東覚寺層塔
帝ま宇土匝T市念宇土1607 者念宇土田T華念宇土1607

光巌寺

17 
日召49.8.26 日輪寺寛永の絵馬 日 輪 寺 町412日輪寺 日輪寺町412σコ2

18 11 産泰神社八稜銭
下大屋町569

氏子総代
産泰神社

19 日召50.12.24 慈照院千手観音坐像 一之呂町1811慈照院 一之宮町1811

20 11 伯牙弾琴鋭 本町一丁目 7-2 本町二丁目 7-2
八幡宮

21 1/ 光巌 寺薬医門
車念宇土田了者念宇土1607

車念宇土町丁最念企1:1607
光巌寺

22 11 無量寿寺地蔵菩 磁立像 一之宮町甲764 二 之 宮 町 甲764
無 量寿寺

23 11 無量寿寺十一 面観音立像 1/ 1/ 1/ 11 

24 11 二宮赤城神社党鎌 一之自国T886 二宮赤城神社 二之宮町886
富赤城神社

25 fI -8赤城神社絵馬 1/ fI fI 1/ 

26 fI 同IJ橋藩刑場な跡供養塔道 天川 大 島町1025 前橋市
大手町一 丁目

らぴに しるべ 12-1 
27 11 宝禅寺異型板碑 上泉町 1280宝禅寺 上泉田Tl280
28 11 山王の玉塔 山壬町464 .... ._- 山王町464

29 11 八幡宮文書一巻九i盈 本町一丁目 7-2
本町二丁目 7-2八幡宮

30 11 前橋市民園祭礼絵巻二巻 大手町一 丁目 12-9 前 橋 ・市 大手町一丁目
市立図書館 12-1 

31 日召58.4 .25 酒井家史料 126点 大手町一丁目 12-9 前橋市 大手町一丁目
市立図書館内 12-1 

32 11 一宮赤城神社の宝塔 一之宮町886 一宮赤城神社 一之宮町886

33 11 埴輪踊る男子像 勝沢町719芳賀小内 市芳立賀小学校 勝沢町719

34 1/ 59. 2 .27 世F成 寺供事差塔 東大室町甲 6最善寺 m:-大室町甲 6

35 fI 60. 3 .27 一谷山記録八冊 千代田町一丁主目巴b330 千代田町一丁目
安寺 3 -30 

36 1/ 妙 安寺筆録一冊 1/ 11 1/ fI 

37 1/ 妙 安寺古系図一巻 1/ 1/ 1/ 11 

38 11 下谷一巻山最頂院妙安寺縁起上 1/ " 1/ fI 

39 1/ 唯 f言量生、 (伝親鴬筆)一冊 1/ 1/ 1/ 1/ 

40 1/ 
唯信紗文意 (伝成然錐)ー

1/ 1/ " 1/ 
冊

41 11 葵書紋写幕付本多佐渡守正信奉 1/ 1/ 1/ 1/ 

42 11 親鴛寿イ象遷座関係書状28通 1/ 11 11 11 

43 11 絹 本著色蓮如上人像 中高 11 1/ 1/ 11 

44 11 円満寺薬師如来坐像 一体
f愛関町一383-3 

千ゑ閑匝T383- 3 
円満寺

45 11 円三体満寺石造阿弥陀ー尊坐像 11 円満寺
11 11 11 

H 薬師堂

46 11 旧関根家住宅一棟 飯土井町369- 3 前橋市 大手町一 丁目
12-1 

47 1/ 61. 6.6 絹本著色九字名号ー幅 千代田町二丁妙目3安-3寺0 千代田町二 丁目
3 -30 

48 11 綱本 著 色 十 字 名 号 ー 幅 11 

49 11 富田の宝塔 基 富田町33

50 11 
臨江 閤別館付棟札及ぴ渡廊

大手町三丁目 15 前橋市 大手町一丁目
下 12-1 

51 11 61.10.30 号奈良ニ彩小壷付桧峯 遺跡62
住居社出土品 大手町二丁目 12-9 11 11 11 

30一



市 指 定 史 跡

Nu 指 定年月日 指定物件名 所 在 地 管理者 f主 戸斤 電話

1 日召39.12.22 前橋藩主酒井氏歴代墓地
紅 雲町一丁目 8-15 紅璽tfJfI一丁目

龍海院 8 -15 

2 u 前橋城車橋門跡 大手町二丁目 5-3 前橋市 大手町一丁 目
12-1 

3 日百45.2.10 新図級官境 Jニ泉町新田塚2695

4 日召48.9 .24 経塚古 墳 東善町経塚乙737

5 1/ オプ塚古墳 勝 沢 町 420

6 日召49.8.26 下村善太郎の墓 -紅雲町一丁 目 8 1i流5 
自也i~

7 1/ 54. 3 .26 亀塚 山古墳 山 王町一丁目28-3 前橋市 大手町一丁目
12-1 

8 1/ 本城氏の墓 三 基
紅 雲町一丁目 9-14 相:m町一丁 目

長昌寺 9 -14 

9 日召56.4 .27 秋元氏墓地
総社町T植野150

総宇土匝T植聖子150
元知:寺

10 1/ 秋元氏歴代墓地
総:祉問T総社1607

最1l:セ士匝T品~を1:1607
光巌寺

11 " 今井事11租:古1:A 今井町818 今井町自治会 今井町36-1 

12 1/ 58. 4 .25 塩原塚古墳
田口町字予手業

582ー 7

13 1/ 59. 2 .27 王山古墳 一. 大渡町 1-6-1 前橋市
大手町 三丁目

12← 1 
14 1/ 一富市併械神社社地 一之L富田T886 一宮赤城神社 之宮田T886

15 1/ 61.6. 6 金冠塚古墳 山王町一丁目 13-3 前橋市
大手町二二T閏

12← 1 

市指定重要無形文化財

No. 指 定 年 月 日 指定物件名 所在地 管理者 イ主 戸斤 電話

1 日召48.9 .24 総社神社太々神楽
元総:社町2377

元総社町2377
総社神社

2 1/ 聖子良犬獅子舞
消 野町32-3 

ì\中II~Þ組二

3 1/ 産泰神社太々神楽 下 大鹿町569
底害罪事11社

4 1/ 片貝神社太々神楽
西片 貝田Jl460

片良神社

5 日召49.8 .26 泉沢の獅平然 Jit沢 fll"[4'1泉沢神社

6 1/ 春日神社太々神楽
上 位鳥畑Tl120→ 1

岩手日神社

7 1/ 稲荷藤節 JJE3Lt沢沢町町6線72形文保化財存会

①指定区分別文化財 (62.3.31現在)

区分 重 史 天 無 民 !日美 ム口、

要 然 青5 俗
文 記 文 文 重術
化 念 化 化

種別 Rオ 跡 物 財 財 要品 百十

国指定 3 11 1 。。6 21 

県指定 31 4 。1 。。36 

市指定 51 15 。7 3 。76 

合計 85 30 1 8 3 6 133 

イ主 F斤

② 時代区分別文化財

指件定数別 合計

別時代区分

国指定 県指定 市指定
件数割合

% 
天 史赴 1 。 。1 0.8 

原 虫台 1 。 。1 0.8 

古 代 14 2 15 31 23.3 

中 世 3 20 22 45 33.8 

近 世 2 11 35 48 36.0 

近 代 。 3 4 7 5.3 

A日、 計 21 36 76 133 100 

'・ムつd



　前橋市の歌「赤城嶺に」の歌詞の三番に次のように高らかに歌われる部分が

ある。

上つ毛の

花咲ける

光添う
　　　　ま　　ち
青春の都市

ここに親しみ

前橋の

声高く

国のまほろば

古き文化に

わがふるさと

ここに禾ロらぐ

あすの希望を

ともに歌おう

　上つ毛の国とは、とりもなおさず上毛野国のことであり、古代東国の中心地

として高い文化を備え、栄えてきた群馬の地を指している。その国のまほろば、

まほろばとは古語で、すぐれたよい所という意味で、上毛野国の中でも特に山

紫水明で住み良い場所が前橋の地であったということを歌っているのである。

この前橋の地に古き文化が花開き、先人の残した多くの文化財は、長い年月を

経て現在まで大切に伝えられてきている。その古き輝かしき文化と現代の文化

が共存し、調和して今まさに人生でいうなら青春時代にあるのが前橋市なので

ある。古都にありがちな古き文化に依存して生きていく都市ではなく、古き文

化を大切にし、さらに進歩していこうという希望に満ちあふれた都市が、わが

ふるさと、わたしたちの前橋なのである。

　さて、文化財保護行政というのは、先人の残した大切な文化財を受け継ぎ、

次の世代へ受け渡す仕事をになっているだけではない。先人の残した文化遺産

に接し、その知恵や工夫、情熱などを多くの人々に学びとってもらうために文

化財の公開やその他普及的な仕事も積極的に行わなければならないという責務

も負っている。今後も、さちに生涯学習等との関連を密にしながら、教育行政

の一環として市民の二一ズに答えるべく、仕事の充実をはかっていかなければ

ならないであろう。
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山田武麿先生を偲んで

　山田先生は大正3年12月11日に生まれ、昭和61年10月29日に没せられた。現

在の平均寿命からすれば早きにすぎ、誠に残念であり、深く哀悼の意を表する。

先生の学生時代は昭和10年代であった。当時に於いても国際化の関心が高まっ

たのであろう。歴史学界でも対外交渉史が研究テーマとなり、先生も大学卒論

で〈キ1リシタンと商人＞の問題について検討された。

　戦時中には兵役に入り、好むと好まざるとにかかわらず陸軍予備士官学校に

学び、卒業して甲幹の区隊長という関東軍経理学校教官になり、また大隊副官

という脚光あびる軍隊経験を送った。終戦後は群馬大学教授、教養部長となり、

続いて群馬県立女子大学教授となり、群大と女子大の両学の名誉教授になられ

た。先生は陽のあたる道を歩んだ経歴のもち主と言うことができよう。

　これらは先生め素質のなさしめたところであろう。テレビが街頭に現われた

昭和30年から家庭に普及し始める時に、いち早く取入れた。新しいものを敏感

に感じとっていた。先生の研究テーマは群馬県にとっても重要な問題を追求し

ておられた。これらは最初に解明せられなければならないものばかりである。

養蚕製糸業という日本資本主義形成のトップ産業を究明し、商品流通を論じ、

利根川水運について早い機会に注目して検討した。

　先生の論文は必ずしも多くはない。しかし、才能のひらめきを感じとること

ができよう。前橋市史の近世史も先生の業績により明らかにすることができた

ものである。

　　　　　　　　　　　　　　前橋市文化財調査委員　　丸山　知良
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昭和61年度

前橋市教育委員会

社会教育課課 長米倉 忍

課長補佐中嶋隆二

文化財保趨係 係 長福田紀雄

主 査前原照子

主 任演田博一

王 任遠藤和夫

王 任高橋正男

王 任井野修二

王 任前原ー 豊

王 任桑原 日召

王 任中野和夫

王 事中野 覚

主 事関根吉晴

主 事福田瑞穂

王 事原田和博

嘱 託新保一美

嘱 託加部二生

-34-

前橋市文化財調査委員

議長山田武麿
\~帥日 61年10月 29 日逝去)

中沢右吾

丸山知良

松島栄治

梅沢重昭

近藤義雄

(昭和62年 4月より)
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前橋市教青委員会文化財保護室

印刷 上包 印 刷 工 業 株 式 会 社



隔

感

硅　1
ダ

≧

侶　　覧

蓼

　し榊洲，咽’驚

寒く・一一

㎜｝““㈱弩

　　き
　　奏

…一ご墨

～

ぎ　　　も　　穿　　、　　㍉　　，
　9
惹亨亭

　　重
蒙　 み

蓼孝
萎

－嗣幅h削劇踊城榔譜

　　　　　8．h糟掴艸　蝉
　　　　　奪

・一一議蓑
選　ハ＾、’　　　　　　覧ミ

．一＿＿雛i

　　　　ζ》、
岬“｝桝鞭繋

　、蓉

纂動，

　～∫

ぎ識蕊秘
一一一織’
．一一淺
一轡纏

　　　　葺
　　　聴覧1　轟

織汽
　野励織駐1
二驚隷

　　　　　～
　　ミ　献毒
　、漕寄励

　　藁

　　　壁
＿樹鞠葦

　　　叢　譲
　　　峯
…一継、

．1．．副駈噺㈱

醸

’
夢

芽
蓄

鐸涯

葦

　轟　　鮒
懸
　　　　　舞・ミ

購難藤諜　　・
葦　　　　　　　　麟

亀　　，yl峯　糞　　ゑ　ミ
誌　ミ　奪

l　l
零　　選

　些　　　事

豪
養

籔

　　塞
議

ミ　巻

曲琳　　憂

弓講

§

葦

終　舞機　峯　　峯．
な　　　　ξ　　　　　　　　　　　　　案ミ　　　　 匙　ら

l　lノ　　　　　　　ミ
　塞　警　　　　　　．．ノ　　　弄

　！l凸一
　　護ぎ　　　〆
　　象
　　蔑芝　　　　ノ’
　　駕ぎ　　　　　評

　斗　鷺　 》／

、享癬、　蔑
　葦季　　　気　　匿

ll打－、へ．・、
　　い　　　　駕
　　篭きン生　　　・　＼
　　袴　蒐　　　・、
　　　　　　　卓、　　　　　、　気・
　駕1　　㌔　　　　　、　翼銭　　　　　．　　曝　　勢
　　亀　　文

～

さ

糖

麹

、

試

ノ

騙

鱒ヤ

築軸

f

∫

軸

デ　　，

診’

〆

～

葡

騨装

マ　　蓑

　　　　　　　　　　　　　　　畢－“
　　　　　　　　　　　　　　㌦厚　　、　　　　　　　、　　　　醐
　　、　　姦　　、　　　　　 、　、　　　　　　　　　　　ぜ
峯　　互　　　　　、　　　知嵐

、　ン摩＼、　憩　　　　　　　　　　㍉　　　　　　　　　㌦

　　　　　　　　　　　　　　鞠蟻’　　　／ノ

　ρ季ノ　　　夢奔
　　　5　　　　　＼　、－　　　　　　、
　　　　　　　鞠隔廠鹸

び騨’

，無・

　講

賦

画垂～幅試’

－y

　　、

幅礎、」，冊

ノ

　　　　　　’〆養摩、醐9

．鰐購〆
　　餅蔚
　　　》蒔甲穿“　　ξ
　　　　譜”
　　　マ避，　“　　　　〆。

ダ

　　　　　　　　畜
・　　　ノ　事
、　鯨．　　メ

　　　　同　　蚕
　　、　　 ’

謬
　「詳1

　へ
表紙

　賓轡
　　黛董　　　　　　〆・　　　鴨．　　㌔
　　恐　　　　　　　　 鱒　　匁　　　　　　　　　／　　残　　　　　　　　　　 ’瀞

鴎一ゾ／，／
㌦醜姫昏測

、．鄭　曜盟　が礎

ヂ

∫’

国指定史跡　天川二子山古墳


	目次
	序
	例言
	緒言
	Ⅰ　昭和61年度事業概要
	1．保護・管理運営
	2．整備事業
	3．総合調査事業
	4．普及事業

	Ⅱ　昭和61年度文化財調査
	1．源英寺文化財言周査
	2．東照宮文化財調査

	Ⅲ　昭和61年度新指定物件の紹介
	前橋藩主松平家奉納能装束一式
	前橋藩主松平家軍配
	前橋藩主松平家陣羽織

	Ⅳ　昭和61年度発掘調査事業の概要
	前橋市内発掘調査地分布図
	昭和61年度発掘調査一覧
	1　柳久保遺跡群
	2．柳久保遺跡群（委託調査）
	3．元総社明神遺跡Ⅴ
	4．小神明遺跡群Ⅴ
	5．芳賀団地遺跡（報告書作成事業）
	6．寺田遺跡（委託調査）
	7．前山遺跡（委託調査）
	8．小稲荷遺跡（委託調査）
	9．生川遺跡（委託調査）
	10．天神遺跡（委託調査）
	11．村東遺跡（委託調査）
	12．木ノ宮遺跡
	13．鎮守廻り遺跡

	14．神明東遺跡
	15．屋敷遺跡
	16．勝呂遺跡
	17．西堀遺跡

	Ⅴ　昭和61年度事業の成果から
	1．妙安寺文化財調査のまとめ
	2．前橋の小さな旅一総社地区歴史散歩道整備－ 
	3．総合調査事業
	4．普及講座

	指定文化財一覧表

	あとがき
	山田武麿先生を偲んで
	名簿
	表紙説明



